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権
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内
容
形
成
と
制
約
、
比
例
原
則

Ⅳ
 
お
わ
り
に

Ⅰ 

は
じ
め
に

生
存
権
に
代
表
さ
れ
る
、
憲
法
上
の
給
付
請
求
権
の
実
現
に
係
る
立
法
等
の
国
家
行
為
の
合
憲
性
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
典
型
的
な
自

由
権
の
違
憲
審
査
の
場
面
と
は
異
な
っ
た
思
考
方
法
が
必
要
に
な
る
と
、
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
三
段
階
審
査
・
比
例
原
則
の

母
国
の
ド
イ
ツ
で
も
、
自
由
権
領
域
で
広
く
用
い
ら
れ
る
比
例
原
則

─
目
的
の
正
当
性
、
手
段
の
適
合
性
・
必
要
性
・
相
当
性
審
査
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─
は
、
給
付
請
求
権
の
場
面
で
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
長
ら
く
、
自
由
権
と
は
異
な
る
給
付
請
求
権
に
固
有
の
審
査
方

法
な
い
し
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。

か
つ
て
ド
イ
ツ
判
例
は
、
国
家
に
対
す
る
給
付
請
求
権
を
、
法
規
範
性
・
裁
判
規
範
性
を
も
っ
た
憲
法
上
の
主
観
的
権
利
と
し
て
承
認

す
る
こ
と
に
、
長
ら
く
躊
躇
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
憲
法
（
基
本
法
）
自
体
も
、
基
本
的
に
自
由
権
を
保
障
す
る
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
世

界
に
先
駆
け
て
社
会
権
の
理
念
を
憲
法
レ
ベ
ル
で
保
障
し
よ
う
と
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
社
会
権
条
項
の
大
半
が
、
実
現
さ
れ
え
な
い

空
約
束
と
な
り
、
こ
れ
が
憲
法
と
政
治
へ
の
不
信
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
等
も
、
そ
の
一
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
か

く
し
て
、
い
わ
ゆ
る
社
会
権
の
実
現
は
、「
権
利
」
の
問
題
で
は
な
く
「
政
治
」
の
問
題
と
し
て
、
裁
判
で
は
な
く
立
法
（
法
律
）
レ
ベ

ル
で
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
実
現
の
程
度
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で
も
高
い
水
準
を
保
っ
て
き
た（

（
（

。

他
方
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
の
世
代
間
格
差
と
い
う
先
進
諸
国
に
共
通
す
る
課
題
と
あ
わ
せ（

（
（

、
東
西
統
一
後
の
失
業
率
の
悪

化
や
東
西
格
差
の
解
消
、
労
働
市
場
の
流
動
化
等
も
目
指
し
、
二
〇
〇
四
年
以
降
、
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
大
幅
な
改
革

が
進
め
ら
れ
た
（
い
わ
ゆ
る
ハ
ル
ツ
改
革
）。
こ
の
制
度
改
革
に
対
し
て
は
、
そ
の
理
念
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
等
を
背
景
に
憲
法
訴
訟
が

提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
〇
年
に
至
り
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
特
に
公
的
扶
助
の
場
面
で
、「
最
低
限
度
の
生
存
保
障

を
求
め
る
権
利
」
を
、
憲
法
上
の
主
観
的
権
利
─
─
社
会
国
家
原
理
（
ド
イ
ツ
基
本
法
二
〇
条
一
項
）（

（
（

と
結
び
つ
い
た
人
間
の
尊
厳
（
同
一

条
一
項
）（

（
（

─
─
と
し
て
初
め
て
承
認
し
、
し
か
も
そ
の
際
に
、
い
わ
ゆ
る
公
的
扶
助
の
受
給
額
を
定
め
る
法
令
に
つ
い
て
違
憲
判
決
を
示

し
、
一
大
画
期
を
な
す
判
例
の
登
場
と
し
て
大
い
に
注
目
を
集
め
た
（
二
〇
一
〇
年
判
決
）（

（
（

。

こ
の
判
決
の
立
論
に
つ
い
て
は
、
典
型
的
な
自
由
権
領
域
で
用
い
ら
れ
る
比
例
原
則
と
は
異
な
る
違
憲
審
査
の
方
法
の
採
用
の
例
と
い

う
観
点
か
ら
、
す
で
に
多
く
の
論
者
に
よ
る
紹
介
・
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
後
も
、
同
じ
く
公
的
扶
助
に
関
わ
る
最
低
限
度
の
生
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存
保
障
を
求
め
る
権
利
が
問
題
と
な
っ
た
二
〇
一
二
年
判
決（

（
（

、
二
〇
一
四
年
決
定（

（
（

、
二
〇
一
六
年
決
定（

（
（

、
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
、
基
本
的
に
上
記
二
〇
一
〇
年
判
決
と
同
様
の
判
断
枠
組
み
で
違
憲
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
に
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
公
的
扶
助
の
受
給
額
の
制
裁
的
な
減
額
・
停
止
が
問
題
と
な
っ

た
別
の
事
案
に
お
い
て
、
従
前
の
判
例
と
同
じ
く
憲
法
上
の
最
低
限
度
の
生
存
保
障
の
権
利
の
問
題
と
し
て
扱
い
つ
つ
、
自
由
権
領
域
と

同
様
の
審
査
方
法
た
る
比
例
原
則
を
用
い
、
し
か
も
違
憲
判
断
を
示
し
注
目
を
集
め
て
い
る
（
二
〇
一
九
年
判
決
）（

（1
（

。

そ
も
そ
も
、
二
〇
一
〇
年
判
決
以
来
の
従
来
の
判
例
に
お
け
る
違
憲
審
査
の
方
法
が
、
比
例
原
則
と
は
異
な
る
判
断
手
法
な
の
か
否
か

と
い
う
点
も
検
討
に
値
し
う
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
は
本
稿
の
対
象
か
ら
は
外
す
こ
と
に
し
た
い（

（1
（

。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
〇
一
九

年
判
決
の
判
断
骨
子
と
、
特
に
比
例
原
則
を
用
い
た
点
に
関
す
る
学
説
に
お
け
る
反
応
を
一
瞥
し
、
い
わ
ゆ
る
生
存
権
の
実
現
に
係
る
立

法
の
合
憲
性
を
、
自
由
権
の
場
面
に
類
似
す
る
思
考
方
法
で
判
断
し
う
る
場
面
が
あ
り
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
素

材
の
一
つ
を
、
簡
単
に
で
は
あ
る
が
示
す
こ
と
と
し
た
い
。
そ
し
て
こ
れ
を
通
じ
、
そ
れ
自
体
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
比
例
原
則
の
適

用
場
面
を
探
り
、
違
憲
審
査
の
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
機
能
的
有
用
性
の
み
な
ら
ず
規
範
的
必
然
性
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
た
め
の

予
備
的
な
覚
書
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅱ 

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
一
九
年
判
決
の
概
要

1　

争　
　
　

点

上
記
の
ハ
ル
ツ
改
革
の
一
環
と
し
て
、
受
給
者
が
三
〇
〇
万
人
近
く
に
及
ん
で
い
た
生
活
困
窮
者
（
特
に
保
険
料
納
付
を
伴
う
就
労
を
し



二
五
四

て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
失
業
扶
助
（A

rbeitslosenhilfe

）
が
受
け
ら
れ
な
い
者
）
に
対
す
る
、
い
わ
ゆ
る
公
的
扶
助
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
改
革
に
よ
り
、
公
的
扶
助
制
度
は
、
生
活
困
窮
者
の
う
ち
、
稼
働
能
力
の
な
い
者
へ
の
扶
助
（
社
会
扶
助
。
ド
イ
ツ
社
会
法
典
第
一
二

編
）
と
、
稼
働
能
力
の
あ
る
者
へ
の
扶
助
（
失
業
給
付
Ⅱ
。
ド
イ
ツ
社
会
法
典
第
二
篇
）
に
分
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
特
に
稼
働
能
力
の
あ
る
者
へ
の
公
的
扶
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
労
働
市
場
へ
の
統
合
」、「
要
請
（Fordern

）
と
支
援

（Fördern

）」（
労
働
促
進
と
公
的
扶
助
の
一
体
化
。
社
会
法
典
第
二
篇
二
条
）
と
い
う
基
本
目
的
の
も
と
、
種
々
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た（

（1
（

。

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
社
会
法
典
第
二
編
は
、
稼
働
能
力
の
あ
る
要
扶
助
者
・
被
扶
助
者
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
生
存
を
自
力
で
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
こ
れ
を
国
家
が
保
障
す
る
と
い
う
「
後
置
原
則
（N

achranggrundsatz

）」（
補
足
性
の
原
則
）
の
観
点
か

ら
、
要
扶
助
者
・
被
扶
助
者
に
「
期
待
可
能
な
労
働
」
を
義
務
づ
け
る
規
定
（
協
力
義
務　

M
itw

irkungspflichten

）
を
置
い
て
い
た
（
ド

イ
ツ
社
会
法
典
第
二
編
三
一
条
一
項
）（

（1
（

。
そ
し
て
、
②
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
違
反
の
回
数
等
に
応
じ
て
、
給
付
額
が
㋐
三
〇
％
⇒
㋑

六
〇
％
⇒
㋒
保
護
の
停
止
、
と
い
う
形
で
段
階
的
に
減
額
・
停
止
さ
れ
る
旨
の
規
定
を
置
い
て
い
た
（
同
三
一
ａ
条
、
三
一
ｂ
条
）（

（1
（

。

本
件
は
、
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
就
労
あ
っ
せ
ん
を
拒
否
し
て
就
労
せ
ず
に
、
上
記
の
減
額
諸
規
定
の
適
用
を
二
回
（
三
〇
％
⇒

六
〇
％
）
受
け
た
被
扶
助
者
た
る
異
議
申
立
人
が
、
当
該
諸
規
定
が
憲
法
上
の
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
の
侵
害
に
な
る
旨

を
主
張
し
た
事
案
で
あ
る
。

2　

判　
　
　

旨

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
大
要
、
以
下
（（
1
）〜（
4
））
の
よ
う
に
判
示
し
、
①
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
お
よ
び
そ
の
実
現

に
係
る
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
を
課
す
こ
と
自
体
は
合
憲
と
判
断
し
た
。
他
方
で
、
②
そ
の
義
務
違
反
の
効
果
を
定
め
る
諸
規
定
と
し
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て
、
㋐
三
〇
％
の
減
額
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
合
憲
と
判
断
し
た
が
、
㋑
六
〇
％
の
減
額
、
㋒
お
よ
び
保
護
の
停
止
（
一
〇
〇
％
の
減
額
）

に
つ
い
て
は
、
違
憲
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
㋐
三
〇
％
の
減
額
に
際
し
て
も
、
そ
れ
が
三
か
月
間
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
期
間

内
に
労
働
義
務
が
事
後
的
に
追
完
さ
れ
た
場
合
に
制
裁
が
停
止
す
る
旨
の
例
外
等
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
固
定
期
間
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
当
該
制
裁
規
定
の
一
律
適
用
が
当
事
者
に
特
別
の
負
担
を
強
い
る
場
合
な
ど
（
過
酷
事
例
：H

ärtefall

）
に
、
適
用
除
外

を
可
能
と
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
違
憲
と
判
断
し
た
。

そ
し
て
い
ず
れ
の
諸
点
に
つ
い
て
も
、
通
例
は
自
由
権
領
域
で
用
い
ら
れ
る
比
例
原
則
の
適
用
の
枠
内
で
、
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
重
要
な
判
断
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
極
め
て
長
大
な
判
決
文
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
政
治
的
・
社
会
的

背
景
や
影
響
等
、
論
ず
べ
き
点
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が（

（1
（

、
こ
こ
で
は
、
生
存
権
領
域
で
の
比
例
原
則
の
適
用
可
能
性
と
い
う
本
稿
の
目
的

に
関
連
し
う
る
部
分
の
骨
子
の
み
を
示
し
て
お
く
（
な
お
、
逐
語
訳
的
に
判
決
文
を
引
用
・
訳
出
し
た
部
分
に
は
「　

」
を
付
し
て
お
り
、
そ
れ
以

外
は
基
本
的
に
要
旨
・
大
意
で
あ
る
）。

（
1
）
基
準
と
な
る
基
本
権
と
形
成
の
余
地
（
立
法
裁
量
）

判
決
は
ま
ず
、
本
件
の
諸
規
定
の
合
憲
性
の
審
査
に
際
し
、
基
準
と
な
る
基
本
権
と
し
て
は
、
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
基
本

権
が
そ
の
中
心
を
な
す
と
し
、
こ
の
基
本
権
の
実
現
の
際
に
は
、
立
法
者
に
よ
る
「
内
容
形
成
」
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
こ
に
は
形
成
の
余

地
（
立
法
裁
量
）
が
あ
る
、
と
い
う
点
を
出
発
点
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

審
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
、
稼
働
能
力
の
あ
る
者
に
対
す
る
基
礎
給
付
権
（
公
的
扶
助
の
受
給
権
）
の
「
内
容
形
成
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（A
usgestaltung

）」
は
、
基
本
権
が
保
障
す
る
、
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
最
低
限
度
の
生
存
保
障
（
社
会
国
家
原
理
〔
基
本
法
二
〇
条

一
項
〕
と
結
び
つ
い
た
人
間
の
尊
厳
〔
同
一
条
一
項
〕）
を
充
足
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
法
一
条
一
項
（
人
間
の
尊
厳
）

は
、
こ
の
請
求
権
（A

nsprüch

）
を
基
礎
づ
け
、
同
二
〇
条
一
項
（
社
会
国
家
原
理
）
は
、
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
最
低
限
度
の
生
存

を
実
際
に
確
保
す
る
任
務
を
立
法
者
に
委
託
し
て
い
る
。
こ
の
基
本
権
は
、
そ
の
根
拠
（Grund

）
に
関
し
て
自
由
に
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
給
付
請
求
権
に
よ
り
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
立
法
者
は
、
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
給
付
に
つ
い
て
、
そ
の
都

度
の
社
会
共
同
体
の
発
展
状
況
や
、
当
事
者
の
具
体
的
な
需
要
（Bedarfe

）
の
観
点
か
ら
、
現
実
の
生
活
状
況
に
適
合
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
で
こ
の
給
付
請
求
権
は
、
立
法
者
に
よ
る
具
体
化
と
恒
常
的
な
現
実
化
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
内
容
形
成
に
あ

た
っ
て
は
立
法
者
に
「
形
成
の
余
地
（Gestaltungsspielraum

）」（
立
法
裁
量
）
が
あ
る
（Rn. 118

）。

（
2
）
形
成
の
余
地
（
立
法
裁
量
）
の
限
界

そ
の
う
え
で
判
決
は
、
次
の
よ
う
な
①
身
体
的
生
存
と
社
会
参
加
の
確
保
の
「
一
体
的
保
障
」
論
や
、
②
人
間
の
尊
厳
に
関
す
る
「
非

相
対
性
」
に
つ
い
て
触
れ
、
③
他
方
で
や
は
り
形
成
の
余
地
（
立
法
裁
量
）
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

①　

一
体
的
保
障
論　
　

こ
の
給
付
請
求
権
は
、
肉
体
的
・
身
体
的
な
生
存
の
確
保
と
、
社
会
・
文
化
・
政
治
的
生
活
へ
の
参
加

の
確
保
の
双
方
を
「
一
体
的
」
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
尊
厳
の
観
点
か
ら
は
、
単
な
る
生
存
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
構
成
員
と

し
て
の
社
会
参
加
も
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
立
法
者
が
最
低
限
と
し
て
規
範
化
し
た
も
の
よ
り
少
な
い
保

障
が
最
低
限
と
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
相
対
化
さ
れ
な
い
不
可
侵
の
要
請
に
反
す
る
。
物
質
的
・
身
体
的
生
存
を
「
核
心
」、
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と
比
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（
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社
会
参
加
を
「
周
辺
」
に
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（Rn. 119

）。

②　

非
相
対
性　
　

あ
る
者
が
、
自
己
の
稼
働
活
動
や
、
自
己
の
財
産
な
い
し
第
三
者
の
援
助
を
通
じ
て
、
人
間
の
尊
厳
に
値
す

る
生
存
の
保
障
の
た
め
に
必
要
と
な
る
物
質
的
手
段
を
有
し
て
い
な
い
場
合
、
国
家
に
は
、
人
間
の
尊
厳
の
保
護
の
委
託
の
枠
内
に

お
い
て
、
そ
し
て
社
会
国
家
原
理
の
形
成
委
託
の
任
務
の
充
足
を
通
じ
て
、
そ
う
し
た
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
物
質
的
条
件
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ
れ
に
照
応
す
る
請
求
権
を
基
礎
づ
け
る
人
間
の
尊
厳
は
、
す
べ
て
の
者
に
与
え
ら
れ
、

「
尊
厳
に
値
し
な
い
」
と
解
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
も
失
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
最
低
限
度
の
生
存
を
確
保
す
る
た

め
の
義
務
づ
け
は
、
他
の
目
標
の
達
成
の
た
め
に
相
対
化
さ
れ
な
い
（vgl. BV

erfGE 132, 134 m
. w

. N
.

〔
二
〇
一
二
年
判
決
〕）（Rn. 

120

）。
③　

形
成
の
余
地　
　

立
法
者
は
、
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
最
低
限
度
の
生
存
の
確
保
に
係
る
規
律
の
際
、
そ
の
給
付
の
種
類
や

額
に
関
し
形
成
の
余
地
を
有
す
る
。
そ
の
際
の
社
会
状
況
や
需
要
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
立
法
者
に
は
判
断
の
余
地
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
要
扶
助
者
の
具
体
的
な
需
要
に
即
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
生
存
に
配
慮
す
べ
き
基
本
法
上
の
諸

要
請
は
、
結
果
に
お
い
て
（im

 Ergebnis

）
損
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
算
定
に
か
か
る
立
法
者
の
形
成
の
余
地
に
は
、
裁
判

所
に
よ
る
抑
制
的
な
審
査
が
照
応
す
る
。
憲
法
上
問
題
と
な
る
の
は
、
給
付
の
額
が
全
体
と
し
て
説
得
的
に
（insgesam

t 

trägfahig

）
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
（Rn. 121, 122

）。

（
3
）
判
断
枠
組
み
：
比
例
原
則

次
い
で
判
決
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
、
①
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
の
法
的
性
格
や
憲
法
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
語
り
、
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②
こ
の
原
則
の
実
現
に
係
る
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
と
、
③
そ
の
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
の
給
付
の
減
額
・
停
止
を
定
め
る
諸
規
定

の
合
憲
性
審
査
に
、
比
例
原
則
が
妥
当
す
る
旨
を
、
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

①　

後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
と
憲
法
と
の
関
係　
　

基
本
法
（
ド
イ
ツ
憲
法
）
は
、
市
民
の
一
般
的
な
基
本
義
務（

（1
（

を
規
定
し

て
い
な
い
。
自
力
で
の
生
存
確
保
は
、
人
間
の
尊
厳
の
保
障
の
要
件
で
は
な
い
。
他
方
で
基
本
法
は
、
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
最
低

限
の
確
保
の
た
め
の
社
会
的
給
付
の
要
求
を
、「
後
置
原
則
」、
す
な
わ
ち
自
力
で
の
労
働
や
第
三
者
か
ら
の
援
助
が
期
待
で
き
な
い

部
分
の
み
を
国
家
が
保
障
す
る
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
、
立
法
者
に
禁
止
し
て
い
な
い
。

社
会
的
法
治
国
（
基
本
法
二
〇
条
一
項
）
は
、
困
窮
し
て
い
る
構
成
員
の
扶
助
の
た
め
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
社
会
的
手
段
が
、
需

要
・
困
窮
（Bedürftigkeit

）
が
現
実
に
存
在
す
る
場
合
に
の
み
請
求
権
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
依
拠
し
て
い
る
。
国
家
の

限
ら
れ
た
財
政
的
資
源
の
確
保
は
、
社
会
国
家
原
理
の
実
現
（
将
来
の
内
容
形
成
な
ど
）
の
確
保
に
も
な
る
。
後
置
原
則
は
、
国
家
目

標
規
定
た
る
社
会
国
家
原
理
の
内
容
形
成
で
あ
り
、
立
法
者
に
よ
る
そ
の
広
い
形
成
余
地
・
評
価
余
地
の
範
囲
内
で
決
定
さ
れ
た
も

の
と
い
え
る
（Rn. 123

─125

）。

②　

協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
と
比
例
原
則　
　

こ
の
後
置
原
則
の
確
保
の
た
め
に
、
自
己
の
収
入
や
第
三
者
の
援
助
等
を
優
先

す
る
の
み
な
ら
ず
、
困
窮
者
に
そ
の
困
窮
を
克
服
す
る
こ
と
へ
の
積
極
的
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
困
窮
を
そ
も
そ
も
発

生
さ
せ
な
い
こ
と
、
に
つ
い
て
の
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
を
課
す
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
義
務
は
、
そ
れ
が
個
人
の
人

格
の
発
展
を
促
す
と
い
う
よ
う
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
目
的
や
、「
改
善
」
と
い
う
観
点
か
ら
課
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の
協
力
義
務
は
、
該
当
者
の
行
動
の
自
由
の
制
約
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
比
例
原
則

─
目
的
の
正
当
性
、
手
段
の
適
合
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性
・
必
要
性
・
相
当
性

─
に
よ
る
正
当
化
が
必
要
と
な
る
（Rn. 126

─128

）。

③　

制
裁
と
比
例
原
則　
　

さ
ら
に
、
こ
の
協
力
義
務
の
確
保
の
た
め
に
、
比
例
的
な
制
裁
（
給
付
の
削
減
等
）
を
課
す
こ
と
も

許
さ
れ
る
。
自
己
責
任
と
い
う
考
慮
か
ら
も
、
ま
た
給
付
の
削
減
が
誤
っ
た
行
為
を
報
復
的
に
懲
罰
す
る
（repressiv 

Fehlverhalten zu ahnden

）
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
生
存
に
関
わ
る
困
窮
の
回
避
・
克
服
に
資
す
る
協
力
義
務
の
確
保
に
向
け
ら

れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
さ
ら
に
長
期
的
に
み
れ
ば
困
窮
者
の
自
力
で
の
生
存
保
障
の
確
保
に
資
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
こ
う
し
た
制
裁
を
導
入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。

し
か
し
、
制
裁
（
給
付
減
額
）
は
、「
基
本
法
二
〇
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
同
一
条
一
項
か
ら
生
じ
る
国
家
の
生
存
確
保
の
義
務
と
、

看
過
し
え
な
い
緊
張
関
係
に
立
つ
」。
す
な
わ
ち
、
制
裁
が
な
さ
れ
て
い
る
間
、
困
窮
者
は
、
憲
法
上
の
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を

確
保
で
き
な
い
状
態
に
置
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、
制
裁
は
比
例
原
則
の
要
請

─
自
力
で
の
生
存
確
保
と
い
う
目
的
の
正
当
性
、
減

額
に
係
る
諸
手
段
の
適
合
性
・
必
要
性
・
相
当
性

─
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
の
立
法
者
の
評
価
余
地
（
裁
量
）

は
、
生
存
を
確
保
す
る
給
付
に
関
わ
る
場
合
に
は
狭
い
も
の
と
な
り
、
内
容
形
成
に
あ
た
っ
て
立
法
者
に
は
、
予
測
等
に
つ
い
て
信

頼
で
き
る
確
実
な
認
識
（trägfahig 

［e

］ Erkenntnisse
）
が
必
要
と
さ
れ
、
制
裁
期
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
こ
の
評
価
余
地
は

狭
く
な
る
（Rn. 129

─134

）。

（
4
）
比
例
原
則
の
適
用

以
上
の
観
点
か
ら
、
判
決
は
、
①
協
力
義
務
（
労
働
の
義
務
づ
け
）
の
合
憲
性
、
②
お
よ
び
制
裁
規
定
の
合
憲
性
に
つ
い
て
、
比
例
原
則

を
適
用
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
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①
ま
ず
、
㋐
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
の
目
的
、
す
な
わ
ち
、
要
扶
助
性
・
困
窮
の
自
力
で
の
克
服
、
お
よ
び
そ
の
点
に
係
る
後
置
原

則
（
補
足
性
の
原
則
）、
そ
れ
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
財
源
の
確
保
、
さ
ら
に
間
接
的
に
労
働
市
場
へ
統
合
さ
せ
る
こ
と
、
等
々
は
、
い
ず

れ
も
正
当
だ
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
㋑
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
協
力
義
務
と
い
う
手
段
を
投
入
す
る
こ
と
は
適
合
的
で
あ
り
、
ま
た
、
㋒

仮
に
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
立
法
目
的
を
同
程
度
に
実
現
す
る
か
は
疑
義
が
あ
る
た
め
、
必
要
性
も
充
足

す
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
㋓
手
段
の
相
当
性
（
衡
量
）
に
つ
い
て
、
法
文
で
は
「
期
待
可
能
な
労
働
」
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

こ
と
等
に
照
ら
す
と
、
過
剰
な
手
段
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
以
上
に
つ
きRn. 139

─149

）。

②
他
方
で
、
制
裁
規
定
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
、
一
部
違
憲
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
制
裁
規
定
の
目
的
（
上
記
の
協
力
義
務
の
諸
目
的
の
実
効
性
確
保
）
は
、
基
本
的
に
正
当
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
制
裁
規

定
の
目
的
は
、
自
力
で
の
要
扶
助
性
・
困
窮
の
除
去
を
促
す
効
果
を
強
化
し
、
さ
ら
に
は
財
政
の
機
能
性
を
保
持
す
る
こ
と
を
も
目
的
と

し
て
お
り
、
こ
れ
は
冒
頭
で
述
べ
た
「
要
請
と
支
援
」
と
い
う
社
会
法
典
第
二
編
二
条
の
基
本
的
な
法
目
的
に
も
か
か
わ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
自
体
は
正
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
（Rn. 156
）。
し
か
し
他
方
で
、
制
裁
規
定
は
、
た
と
え
ば
そ
の
減
額
に
対
応
す
る
額
の
需
要

が
当
事
者
に
な
い
と
か
、
そ
の
額
は
最
低
限
度
の
「
周
辺
」
部
分
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
は
、
正
当
化
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（Rn 

157, 158

）。

そ
し
て
、
手
段
審
査
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
減
額
の
程
度
に
応
じ
た
細
分
化
さ
れ
た
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

㋐
す
な
わ
ち
、
三
〇
％
の
減
額
と
い
う
手
段
の
適
合
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
、
判
決
は
一
方
で
、
現
在
の
認
識
状
況
、
明
確
な
デ
ー
タ

の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
制
裁
に
労
働
を
広
く
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
義
が
あ
る
と
い
う
。
他
方
で
そ
う
し
た

効
果
、
特
に
事
前
的
効
果
（ex ante-W

irkung

）
を
示
す
状
況
証
拠
も
一
定
数
あ
り
、
そ
の
評
価
は
立
法
者
の
裁
量
の
範
囲
内
だ
と
し
て
、
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裁
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減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

手
段
適
合
性
は
充
足
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
他
の
穏
当
な
手
段
が
目
的
を
同
程
度
に
促
進
す
る
か
も
立
法
者
の
評
価
の
範
囲
内
だ
と
い

う
観
点
か
ら
、
手
段
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
合
憲
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
手
段
の
相
当
性
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

は
合
憲
だ
が
、
法
の
一
律
適
用
が
特
別
の
犠
牲
を
与
え
る
場
合
（
過
酷
事
例
）
の
適
用
除
外
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
、
三
か
月
と
い
う
減

額
期
間
が
例
外
な
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
相
当
性
を
欠
く
と
さ
れ
、
こ
の
点
で
違
憲
だ
と
さ
れ
て
い
る
（Rn. 159

─188

）。

㋑
ま
た
、
六
〇
％
減
額
の
手
段
の
適
合
性
に
つ
い
て
は
、
立
法
事
実
を
裏
付
け
う
る
、
信
頼
で
き
る
確
か
な
研
究
が
な
い
こ
と
、
ま

た
、
手
段
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
三
〇
％
減
額
の
期
間
を
さ
ら
に
伸
ば
す
と
か
、
よ
り
減
額
幅
が
少
な
い
や
り
方
で
も
目
的

を
達
成
で
き
な
い
の
か
、
等
々
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
研
究
が
十
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
手
段
相
当

性
に
つ
い
て
も
三
〇
％
減
額
の
二
倍
と
な
る
重
大
な
負
担
が
当
事
者
に
課
さ
れ
る
こ
と
、
上
記
の
過
酷
事
例
へ
の
対
応
規
定
の
不
在
、
減

額
期
間
の
硬
直
的
適
用
の
問
題
性
な
ど
の
観
点
か
ら
、
違
憲
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
（Rn. 189

─200

）。

㋒
さ
ら
に
、
支
給
停
止
に
つ
い
て
は
、
そ
の
負
担
の
重
さ
（
基
礎
給
付
に
加
え
住
居
費
・
暖
房
費
、
超
過
需
要
へ
の
個
別
の
対
応（

（1
（

も
停
止
）
に

も
照
ら
し
、
特
に
住
居
を
喪
失
し
た
場
合
、
借
金
地
獄
等
に
陥
る
恐
れ
も
あ
り
、
保
険
料
債
務
の
負
担
に
つ
い
て
も
同
様
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
違
法
な
稼
働
活
動
に
つ
く
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
に
照
ら
し
、
む
し
ろ
目
的
（
労
働
市
場
へ
の
統
合
等
）
を
害
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
手
段
の
適
合
性
に
疑
義
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
記
六
〇
％
減
額
と
同
様
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
に
よ
る
目
的
達
成
の
程
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
認

識
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
照
ら
し
、
手
段
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
疑
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
記
適
合
性
・
必
要
性

へ
の
疑
念
か
ら
、
全
体
衡
量
と
し
て
、
厳
格
な
比
例
原
則
の
要
請
を
満
た
さ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（Rn. 201

─208

）。

し
か
し
他
方
で
、
極
め
て
限
定
的
な
要
件
の
下
で
、
給
付
の
支
給
停
止
が
許
容
さ
れ
る
可
能
性
も
示
唆
し
て
お
り
（Rn. 209

）、
こ
の



二
六
二

点
は
後
に
も
触
れ
る
。

Ⅲ 

給
付
請
求
権
の
内
容
形
成
と
制
約
、
比
例
原
則

1　

二
〇
一
九
年
判
決
の
「
妥
協
」
的
性
格

以
上
に
紹
介
し
た
二
〇
一
九
年
判
決
は
、
一
方
で
、
本
件
に
お
け
る
給
付
請
求
権
の
制
裁
的
な
減
額
・
停
止
に
係
る
法
律
上
の
諸
規
定

を
、
明
確
に
憲
法
上
の
権
利
へ
の
「
制
約
」
と
は
位
置
づ
け
ず
、
給
付
請
求
権
の
「
内
容
形
成
」（
具
体
化
）
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
し
か

し
他
方
で
、
そ
の
内
容
形
成
の
限
界
に
つ
い
て
、
通
例
は
自
由
権
の
「
制
約
」
の
場
面
で
用
い
ら
れ
る
「
比
例
原
則
」
を
適
用
し
、
一
部

違
憲
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
解
釈
論
・
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
観
点
か
ら
は
重
要
な
課
題

の
一
つ
を
な
す
。

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
も
そ
の
一
端
が
表
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
二
〇
一
九
年
判
決
に
対
し
て
は
、
そ
の
判
決
文
の
全
体
に
見
ら
れ
る

「
妥
協
的
」
性
格
が
、
評
釈
類
で
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
本
件
は
、
口
頭
弁
論
が
終
結
し
て
か
ら
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
に
約
一
一
か
月
も
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
判

決
に
は
少
数
意
見
は
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
最
後
に
「
本
判
決
は
、
結
論
に
お
い
て
全
員
一
致
の
判
断
で
あ
る
」
と
い
う
評
決
の
割

合
を
示
す
一
文
が
付
さ
れ
て
い
る
（Rn. 225

）。
少
数
意
見
が
付
さ
れ
な
い
場
合
に
、
こ
う
し
た
評
決
の
割
合
と
し
て
、
結
論
が
全
員
一

致
で
あ
る
旨
が
あ
え
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
全
体
と
し
て
ま
れ
だ
と
い
え
る（

（1
（

。
こ
の
点
に
む
し
ろ
、
裁
判
官
の
間
で
、
特
に
理
由
づ
け
を

め
ぐ
っ
て
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
と
す
る
評
者
も
あ
る（

（1
（

。



二
六
三

生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

ま
た
、
た
と
え
ば
本
判
決
は
、
一
方
で
、
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
が
相
対
化
さ
れ
な
い
旨
を
語
り
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨

（
2
）
②
）、
し
か
し
他
方
で
、
た
と
え
ば
財
政
維
持
等
の
観
点
か
ら
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
を
採
用
す
る
こ
と
も
ま
た
許
容
さ
れ
る

と
い
う
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨
（
3
）
①
）。
ほ
か
に
も
、
一
方
で
、
本
件
制
裁
規
定
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
い
わ
ば
罰
則
的
な
性
格
を
読
み
込
む

見
解
か
ら
は
明
確
に
距
離
を
と
る
も
の
の
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨
（
3
）
②
）、
他
方
で
給
付
の
全
面
的
な
支
給
停
止
が
許
容
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
と
い
う
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨
（
4
）
②
㋒
）。
ま
た
、
そ
も
そ
も
法
文
自
体
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
「
制
裁
」
の
語
を
、
本
判
決
は
あ
え
て

用
い
て
い
る
（
法
文
は
「
義
務
違
反
の
法
的
効
果
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
）。
さ
ら
に
、
上
記
の
権
利
の
「
非
相
対
性
」
に
係
る
言
明
や
、
後
置

原
則
（
補
足
性
の
原
則
）・
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
の
目
的
と
し
て
、
人
間
の
尊
厳
の
観
点
に
も
照
ら
し
パ
タ
ー
ナ
ル
な
「
改
善

（Besserung

）」
を
設
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
言
明
な
ど
に
つ
い
て
も
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨
（
3
）
②
）、
解
釈
論
上
は
必
ず
し
も

不
可
欠
で
は
な
い
道
徳
的
・
倫
理
的
表
現
を
混
入
さ
せ
て
い
る
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
判
決
に
至
る
政
治
的
・
社
会
的
背
景
と
し

て
、
も
と
よ
り
一
方
で
は
強
権
的
な
制
裁
の
肯
定
論
者
が
あ
り
、
他
方
で
そ
れ
に
慎
重
な
論
者
も
あ
っ
た
。
あ
え
て
い
え
ば
、
こ
の
両
者

の
承
認
欲
求
を
満
た
す
と
い
う
観
点
な
ど
も
含
め
、
解
釈
論
上
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
い
、
両
者
に
対
す
る
い
わ
ば
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
が
各
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
を
本
判
決
に
及
ぼ
し
、
こ
れ
が
一
貫
し
た
解
釈
論
の
構
築
を
阻
害
す
る

も
の
と
し
て
、
判
決
文
の
行
論
に
率
直
に
「
い
ら
だ
ち
」
を
表
明
（irritieren

）
す
る
論
者
も
あ
る（

（2
（

。

こ
う
し
た
諸
点
に
も
照
ら
す
と
、
こ
の
判
決
文
そ
の
も
の
を
、
体
系
的
に
一
貫
し
た
構
築
物
と
ら
え
る
こ
と
自
体
の
困
難
性
と
い
う
問

題
も
提
起
さ
れ
う
る
。
そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
体
系
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
で
、
本
判
決
を
い
わ
ば
内
在
的
に
読
解
・
分
析
す
る
営
為
自

体
の
適
否
や
生
産
性
も
問
題
に
な
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

関
連
し
て
、
本
判
決
に
対
し
て
は
、
一
方
で
、
労
働
市
場
へ
の
統
合
と
い
う
目
的
自
体
の
正
当
性
を
前
提
に
、
そ
の
目
的
に
照
ら
し
た



二
六
四

制
度
設
計
を
行
う
こ
と
の
合
憲
性
を
、
本
判
決
が
基
本
的
に
維
持
し
た
こ
と
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
個
人
の
い
わ
ば
生
き
方
の
教
導

に
も
つ
な
が
り
う
る
規
制
目
的
の
正
当
性
を
論
証
し
う
る
憲
法
理
論
上
の
背
景
が
、
判
決
文
に
お
い
て
十
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い
点
を
批

判
す
る
論
者
も
あ
る（

（2
（

。
他
方
で
こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
が
、
全
体
と
し
て
制
裁
に
抑
制
的
な
判
断
を
示
し
、
特
に
個
別
事
情
に
着
目
し
た

制
裁
の
解
除
の
可
能
性
を
承
認
し
た
こ
と
な
ど
に
着
目
し
、
そ
の
審
査
等
に
係
る
行
政
コ
ス
ト
の
問
題
性
に
加
え
、
こ
れ
が
い
わ
ば
労
働

市
場
を
前
提
と
し
な
い
「
無
条
件
の
連
帯
」
に
つ
な
が
り
う
る
懸
念
を
示
す
論
者
も
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
相
異
な
る
反
応
は
、
こ
の
判
決
文

に
お
い
て
、
論
者
に
よ
っ
て
真
逆
の
方
向
で
の
読
み
方
を
可
能
に
す
る
部
分
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
も
い
え
る
。

か
く
し
て
、
こ
う
し
た
種
々
の
留
保
が
必
要
と
な
り
う
る
本
判
決
の
行
論
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
少
な
く
と
も
各
裁
判
官
の
主
観
的

意
図
等
の
い
わ
ば
舞
台
裏
を
推
測
す
る
営
為
に
は
（
六
〇
年
後
の
情
報
公
開
ま
で
は（

（2
（

推
測
を
超
え
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
た
め
）
立
ち
入
ら
ず
、

解
釈
論
の
観
点
か
ら
、
給
付
請
求
権
と
比
例
原
則
と
の
関
係
と
い
う
、
日
本
法
と
の
関
係
で
も
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、
必
ず
し
も
正
面
か

ら
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
く
な
い
論
点
に
関
す
る
本
判
決
の
立
論
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
な
が
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

2　

給
付
請
求
権
の
要
件
と
内
容
形
成
・
制
約

二
〇
一
九
年
判
決
は
、
通
例
は
自
由
権
領
域
で
用
い
ら
れ
る
比
例
原
則
を
本
件
に
適
用
す
る
際
、
本
件
で
の
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原

則
）、
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
お
よ
び
制
裁
に
係
る
諸
規
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
必
ず
し
も
憲
法
上
の
権
利
を
「
制
約
」
す
る
も
の
と

い
う
構
成
は
明
示
し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
憲
法
上
の
給
付
請
求
権
の
「
内
容
形
成
」（
具
体
化
）
と
い
う
大
枠
の
下
で
立
論
を
展
開
し

て
い
る
。

こ
の
点
を
い
か
に
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
評
者
の
中
に
は
、
自
由
権
領
域
と
同
様
の
比
例
原
則
を
適
用
す
る
以
上
、
明
確
に
制
約
と



二
六
五

生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

述
べ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
上
は
必
ず
し
も
説
得
的
で
は
な
く
、
防
御
権
（
自
由
権
）
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
と
給
付
請
求
権

の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
と
の
混
交
が
み
ら
れ
る
と
す
る
論
者
も
あ
る（

（2
（

。

こ
の
点
に
も
関
連
し
、
一
方
で
、
あ
く
ま
で
も
本
判
決
は
、
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
や
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
に
係
る
規
定
、

お
よ
び
制
裁
規
定
を
、
給
付
請
求
権
の
消
極
要
件
と
し
て
扱
っ
た
と
す
る
論
者
も
あ
る
。
他
方
で
本
判
決
は
、
実
質
的
に
は
最
低
限
度
の

生
存
保
障
を
求
め
る
基
本
権
の
防
御
権
（
自
由
権
）
と
し
て
の
性
格
を
扱
っ
た
も
の
だ
と
解
す
る
論
者
も
あ
る
。
前
者
は
、
本
判
決
が
な

ぜ
明
確
に
制
約
と
述
べ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
際
に
は
、
一
定
の
有
用
性
を
も
つ
見
方
だ
と
解
し
う
る
。
後
者
は
、
そ

れ
で
も
な
お
本
判
決
は
、
い
わ
ば
実
質
的
に
は
、
本
件
で
争
点
と
な
っ
た
法
律
上
の
諸
規
定
を
、
憲
法
上
の
権
利
の
制
約
と
し
て
の
側
面

を
持
つ
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
う
見
方
に
親
和
的
と
な
る
。

（
1
）
制
約
と
内
容
形
成
の
区
別
基
準

も
と
よ
り
、
そ
も
そ
も
制
約
と
内
容
形
成
と
の
区
別
基
準
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
難
問
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
は
た
し
て
両
者
を

区
別
し
う
る
・
す
べ
き
か
、
仮
に
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
し
て
も
基
本
権
領
域
の
全
般
を
統
一
的
に
説
明
し
う
る
理
論

が
存
在
し
う
る
か
、
と
い
う
点
も
含
め
て
、
議
論
が
継
続
し
て
い
る
最
中
で
あ
る（

（2
（

。

一
般
に
、
た
と
え
ば
給
付
請
求
権
と
同
様
に
法
律
依
存
性
と
い
う
特
徴
を
も
つ
と
さ
れ
る
財
産
権
（
所
有
権
）
の
分
野
で
は
、
時
間
的

基
準
に
よ
っ
て
区
別
す
る
と
い
う
見
方
が
、
判
例
法
理
の
説
明
に
は
有
用
だ
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
他
方
で
、
最
低
限
度
の
生
存
保
障

を
求
め
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
定
説
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
た
判
例
法
理
の
説
明
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
規
律
の
意
図
・
目
的
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
区
別
す
る
見
解
が
、
一
定
の
有
用
性
を
与
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
具
体



二
六
六

的
に
は
、
①
憲
法
が
要
求
す
る
、
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
最
低
限
度
の
生
存
を
確
保
す
る
た
め
の
「
需
要
の
探
求
」
を
目
的
と
す
る
規
律

を
「
内
容
形
成
」
に
分
類
し
、
②
そ
れ
以
外
の
目
的
に
よ
る
規
律
を
「
制
約
」
に
分
類
す
る
見
解
が
、
一
定
の
手
掛
か
り
を
与
え
る
よ
う

に
見
え
る（

（2
（

。

す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
二
〇
一
〇
年
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
稼
働
能
力
の
な
い
者
へ
の
公
的
扶
助
に
つ
い
て
定
め
る
ド
イ
ツ
社

会
法
典
第
二
編
に
お
け
る
、
㋐
単
身
者
の
基
礎
給
付
の
額
（
月
額
三
四
五
ユ
ー
ロ
）、
㋑
一
八
歳
以
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
場
合
に
は
基

礎
給
付
の
合
計
が
単
身
者
二
人
の
一
八
〇
％
に
な
る
旨
の
規
定
、
㋒
一
四
歳
ま
で
の
子
に
対
す
る
給
付
は
単
身
者
の
六
〇
％
、
一
五
歳
以

上
一
八
歳
未
満
の
子
に
対
す
る
給
付
は
単
身
者
の
八
〇
％
と
す
る
規
定
が
、
憲
法
上
の
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
基
本
権
の
侵
害

に
な
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
二
年
判
決
で
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
三
年
施
行
の
庇
護
申
請
者
給
付
法
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る
庇
護
申
請
者
等

へ
の
最
低
生
活
保
障
の
給
付
額
で
あ
る
。
こ
の
額
は
、
当
時
、
庇
護
申
請
者
や
難
民
等
が
増
加
し
て
い
た
背
景
も
あ
り
、
低
廉
に
見
積
も

ら
れ
て
お
り
、
原
則
と
し
て
現
物
給
付
と
さ
れ
、
例
外
と
し
て
の
現
金
給
付
は
、
社
会
法
典
第
二
編
（
稼
働
能
力
の
あ
る
者
へ
の
基
礎
給
付
）

や
同
一
二
編
（
稼
働
能
力
の
な
い
者
へ
の
社
会
扶
助
）
と
の
比
較
で
三
一
％
少
な
い
額
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
現
金
給
付
の
額
が
最
低

限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
の
侵
害
に
な
る
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
。

そ
し
て
二
〇
一
四
年
決
定
で
は
、
上
記
二
〇
一
〇
年
判
決
を
受
け
て
、
立
法
府
が
二
〇
一
一
年
に
基
礎
需
要
算
出
法
を
制
定
し
、
ま
た

社
会
法
典
第
二
編
の
給
付
額
に
係
る
諸
規
定
を
改
正
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
改
正
法
に
お
け
る
、
㋐
単
身
者
、
㋑
同
居
し
て
い
る
成

人
、
㋒
六
歳
ま
で
の
子
ど
も
、
㋓
一
四
歳
か
ら
一
七
歳
ま
で
の
青
少
年
、
等
々
の
給
付
の
額
を
定
め
る
諸
規
定
の
合
憲
性
が
争
点
と
さ
れ

た
。



二
六
七

生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

さ
ら
に
二
〇
一
六
年
決
定
で
は
、
社
会
法
典
第
二
編
の
給
付
額
に
関
し
、
成
人
（
一
八
歳
）
の
後
も
引
き
続
き
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方

と
共
同
で
生
活
す
る
者
は
、
二
五
歳
の
満
了
ま
で
は
、
両
親
の
需
要
共
同
体
（
世
帯
）
の
成
員
に
含
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
単
身
者
と
の

比
較
で
減
額
さ
れ
た
基
礎
給
付
等
を
受
け
る
旨
の
法
規
定
の
合
憲
性
が
争
点
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
の
事
案
に
お
い
て
も
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
①
憲
法
そ
の
も
の
は
給
付
請
求
権
の
厳
密
な
係
数
は
定
め
て
い
な
い
と
い
う
観
点

な
ど
か
ら
、
法
定
の
給
付
額
（
結
果
・
実
体
）
に
つ
い
て
は
、
明
白
に
違
憲
か
否
か
と
い
う
抑
制
的
な
審
査
が
妥
当
す
る
と
い
う
。
②
他

方
で
、
そ
の
給
付
額
を
算
定
す
る
方
法
（
過
程
・
手
続
等
）
に
つ
い
て
は
、
信
頼
で
き
る
数
値
と
一
貫
し
た
計
算
手
続
に
基
づ
き
正
当
化

さ
れ
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
た
と
え
ば
、（
ｘ
）
計
算
方
法
の
選
択
の
妥
当
性
、（
ｙ
）
選
択
し
た
計
算

方
法
か
ら
の
逸
脱
の
有
無
・
正
当
性
、（
ｚ
）
適
切
な
調
査
の
有
無
、
等
に
つ
い
て
審
査
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
の
②
過
程
・
手
続
の
審
査
に
つ
い
て
、
二
〇
一
二
年
判
決
は
、
こ
の
審
査
は
あ
く
ま
で
も
①
結
果
と
の
関
係
に
お
け
る
（im

 

Ergebnis

）
審
査
で
あ
る
旨
を
強
調
し
、
た
と
え
ば
立
法
過
程
の
透
明
化
等
に
係
る
立
法
者
の
責
務
な
ど
の
手
続
的
な
要
請
（
立
法
資
料
の

事
前
の
文
書
化
等
）
に
つ
い
て
は
強
調
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
判
断
が
、
後
の
二
〇
一
四
年
決
定
お
よ
び
二
〇
一
六
年
決

定
な
ど
に
も
引
き
継
が
れ
る
な
ど
、
種
々
の
重
要
な
修
正
も
加
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
他
方
で
、
上
記
①
②
の
審
査
方
法
の
大
枠
自
体
は
、
こ

れ
ら
の
諸
判
例
で
も
基
本
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
案
に
お
い
て
は
、
憲
法
が
要
求
す
る
最
低
限
度
の
生
存
の
た
め
に
必
要

な
も
の
、
す
な
わ
ち
困
窮
者
の
需
要
を
想
定
し
類
型
的
に
具
体
化
し
た
立
法
の
憲
法
適
合
性
が
争
点
と
な
っ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
二
〇
一
九
年
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）、
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
に
係
る
規
定
、
お
よ
び
制

裁
と
し
て
の
給
付
の
減
額
・
停
止
規
定
は
、
困
窮
者
の
類
型
的
・
想
定
的
な
需
要
の
具
体
化
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
こ
と

は
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
既
述
の
「
要
請
と
支
援
」
と
い
う
基
本
的
な
法
目
的
の
も
と
、
要
扶
助
者
・
被
扶
助
者
が
困
窮
を
自



二
六
八

身
の
労
働
等
で
克
服
し
、
同
人
を
労
働
市
場
へ
統
合
し
て
い
く
こ
と
を
促
し
、
そ
し
て
こ
の
点
が
財
政
基
盤
の
確
保
に
も
資
す
る
と
い
う

規
律
の
意
図
に
よ
る
も
の
と
構
成
さ
れ
う
る
。

す
な
わ
ち
、
二
〇
一
九
年
判
決
も
明
確
に
述
べ
る
通
り
、
こ
の
制
裁
が
発
動
さ
れ
、
給
付
が
減
額
・
停
止
さ
れ
て
い
る
間
、
要
扶
助

者
・
被
扶
助
者
は
、
法
定
の
最
低
限
度
の
水
準
を
下
回
る
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
困
窮
者
の
需

要
の
探
求
と
は
異
な
る
規
律
の
意
図
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
（
上
記
判
旨
Ⅱ
2
判
旨
（
3
）
③
、（
4
）
②
）。
こ
う
し
た
規
律
は
、
憲
法
上

の
最
低
限
度
の
具
体
化
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
「
制
約
」
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
、
そ
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
は
自
由
権
の
場
合
に

類
似
す
る
形
で
比
例
原
則
が
適
用
さ
れ
る
─
─
こ
の
よ
う
に
再
構
成
す
る
こ
と
は
、
一
つ
の
一
貫
し
た
見
方
と
し
て
は
あ
り
う
る
で
あ
ろ

う
。（

2
）
給
付
の
消
極
要
件
─
─
内
容
形
成
・
具
体
化
？

他
方
で
、
二
〇
一
九
年
判
決
が
、
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
や
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）、
制
裁
に
係
る
諸
規
定
を
、
明
確
に
制
約
だ

と
語
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
た
し
か
に
相
応
の
理
由
は
あ
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、「
需
要
」
と
は
何
か
と
い

う
定
義
の
問
題
に
も
、
一
定
程
度
関
わ
る
。

た
と
え
ば
、
す
で
に
二
〇
一
〇
年
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
国
家
が
、
人
間
の
尊
厳
の
保
障
と
い
う
任
務
の

枠
内
で
、
か
つ
そ
の
社
会
国
家
的
形
成
任
務
を
遂
行
す
る
中
で
、
そ
の
た
め
の
物
的
な
条
件
を
要
扶
助
者
に
提
供
す
る
配
慮
を
行
う
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
あ
る
者
が
、
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
生
存
の
保
障
の
た
め
に
必
要
な
物
的
手
段
を
、
自
身
の
稼
働
活
動
や
資

産
、
第
三
者
か
ら
の
配
慮
に
よ
っ
て
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
」
だ
と
い
う
（BV

erfGE 125, 175 〈222

〉）。



二
六
九

生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

ま
た
、
こ
れ
に
対
応
し
、
二
〇
一
六
年
決
定
は
、
親
の
世
帯
（
需
要
共
同
体
）
で
同
居
す
る
二
五
歳
以
下
の
成
人
の
公
的
扶
助
（
基
礎
給

付
）
の
額
が
単
身
者
よ
り
低
く
見
積
も
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
と
い
う
事
案
の
特
性
と
の
関
連
で
、
二
〇
一
〇
年
判
決
の
上
記
説

示
を
引
用
し
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
ま
た
、
社
会
的
法
治
国
は
、
扶
助
を
要
す
る
社
会
構
成
員
の
援
助
の

た
め
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
る
社
会
の
手
段
は
、
た
だ
現
実
の
需
要
が
存
す
る
場
合
に
の
み
請
求
権
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
こ

と
に
依
拠
し
て
い
る
。
需
要
の
探
究
の
際
に
は
、
そ
れ
ゆ
え
原
則
と
し
て
、
あ
る
共
同
体
に
お
い
て
人
生
に
お
け
る
万
一
の
場
合
や
浮
き

沈
み
が
あ
る
場
合
に
相
互
の
保
障
を
期
待
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
の
収
入
お
よ
び
財
産
が
、
考
慮
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
」（BV

erfGE 

142, 353 〈371 Rn. 39

〉）。

そ
し
て
本
件
二
〇
一
九
年
判
決
も
、
こ
れ
ら
の
説
示
を
引
用
し
て
、
既
述
の
よ
う
に
、
立
法
者
が
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
を
法

定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
に
許
容
さ
れ
る
旨
を
述
べ
て
い
た
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨
（
3
）
①
）。
こ
の
後
置
原

則
（
補
足
性
の
原
則
）
に
係
る
制
度
設
計
が
、
は
た
し
て
憲
法
上
（
社
会
国
家
原
理
）
の
要
請
な
の
か
（
い
わ
ば
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
よ
う

な
制
度
が
憲
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
か
）、
そ
れ
と
も
許
容
に
と
ど
ま
る
の
か
は
、
本
判
決
の
上
記
「
妥
協
」
的
性
格
に
も
起
因
し
、
読
み

取
り
づ
ら
い
部
分
は
あ
る
。
だ
が
、
社
会
国
家
原
理
の
内
容
の
開
放
性
や
、
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
を
「
禁
止
し
て
い
な
い
」
と

い
う
本
判
決
の
説
示
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨
（
3
）
①
）
な
ど
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
許
容
（
法
律
ラ
ン
ク
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
読
む

の
が
穏
当
か
と
思
わ
れ
、
多
く
の
評
釈
類
も
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（2
（

。

仮
に
前
者
の
よ
う
に
、
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
を
憲
法
ラ
ン
ク
を
も
っ
た
要
請
の
具
体
化
と
し
て
位
置
づ
け
た
場
合
に
は
、
本

件
規
定
は
憲
法
上
の
給
付
請
求
権
を
法
律
で
制
約
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
請
求
権
の
い
わ
ば
憲
法
内
在
的
な
限
界
を
確
認
的
に

示
し
た
こ
と
と
な
る（

（3
（

。
他
方
で
後
者
の
よ
う
に
、
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
を
立
法
政
策
上
の
要
請
と
位
置
づ
け
た
場
合
で
も
、
憲



二
七
〇

法
上
の
給
付
請
求
権
の
内
容
は
憲
法
レ
ベ
ル
で
確
定
し
て
お
ら
ず
法
律
で
創
設
さ
れ
る
と
い
う
観
点
を
お
し
す
す
め
る
と
、
当
該
既
定
は

憲
法
上
の
権
利
制
約
と
は
構
成
さ
れ
に
く
く
な
る（

（3
（

。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
本
判
決
の
説
示
に
着
目
し
、
自
身
の
稼
働
活
動
で
獲
得
で
き
な
い
部
分
の
み
が
憲
法
上
の
請
求
権
の
対
象
と
な

り
、
そ
の
意
味
で
自
身
の
稼
働
活
動
が
給
付
請
求
権
の
い
わ
ば
始
源
的
な
発
生
要
件
に
な
り
、
こ
の
点
で
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）

と
そ
の
実
現
に
係
る
諸
規
定
は
請
求
権
の
消
極
的
な
発
生
要
件
を
定
め
る
規
定
だ
と
解
す
る
余
地
も
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
あ
え

て
進
め
て
別
言
す
れ
ば
、
稼
働
が
可
能
な
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
実
践
し
て
い
な
い
者
は
、
そ
も
そ
も
「
需
要
」
が
発
生

し
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
（
生
活
困
窮
状
態
に
は
な
い
）、
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
は
、
二
〇
一
九
年
判
決
が
、
制
裁
と
し
て
の
給
付
の
停
止
（
一
〇
〇
％
減
額
）
が
正
当
化
さ
れ
る
場
面
に
つ
い
て
、
最
後
に
付

言
し
て
い
た
こ
と
に
も
か
か
わ
る
（
Ⅱ
2
判
旨
（
4
）
②
㋒
）。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
給
付
の
停
止
を
定
め
る
規
定
が
違
憲
で
あ
る
旨
を

述
べ
た
後
、
他
方
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
受
給
者
が
、〔
当
局
か
ら
〕
提
供
さ
れ
た
期
待
可
能
な
労
働
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
入
を
獲
得
す
る
こ

と
を
通
じ
、
自
身
の
人
間
の
尊
厳
に
値
す
る
生
存
を
、
実
際
に
現
実
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
そ
し
て
そ
の
限
り
で
は
、

事
情
は
異
な
る
。
こ
の
状
況
は
、
収
入
や
財
産
が
現
実
に
利
用
可
能
で
あ
り
、
受
容
可
能
な
か
た
ち
で
投
入
可
能
な
た
め
、
出
発
点

に
お
い
て
「
困
窮
（Bedürftigkeit

）
が
存
し
な
い
場
合
と
同
視
」
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
客
観
的
に
観
察
し
て
労
働
を
始
め
る
こ

と
の
妨
げ
と
な
り
う
る
、
万
一
の
個
人
的
な
特
殊
事
情
を
申
し
立
て
る
可
能
性
が
手
続
き
に
お
い
て
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
よ
う
な
実
際
上
の
生
存
を
確
保
す
る
…
…
期
待
可
能
な
稼
働
活
動
が
、
社
会
法
典
第
二
編
三
一
条
一
項
二
文
の
意
味
で
重
大
な
理



二
七
一

生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

由
な
く
故
意
に
拒
絶
さ
れ
た
場
合
、
完
全
な
給
付
の
停
止
も
正
当
化
さ
れ
う
る
（Rn. 209

）。

こ
の
よ
う
に
、
仮
に
困
窮
に
対
応
し
う
る
「
需
要
」
と
い
う
も
の
を
、“
個
々
人
の
稼
働
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
自
力
で
、
あ
る
い
は
第

三
者
の
援
助
等
を
通
じ
て
獲
得
で
き
な
い
部
分
〟
と
い
う
意
味
に
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
や
、
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
お
よ
び
制
裁
は
、
い
ず
れ
も
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
需
要
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
あ
ら
か
じ

め
発
生
し
て
い
る
給
付
請
求
権
の
制
約
と
い
う
よ
り
も
、
給
付
請
求
権
の
始
源
的
な
要
件
設
定
（
内
容
形
成
、
限
界
確
定
）
と
い
う
側
面
が

あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
、
一
方
で
は
可
能
に
な
り
う
る（

（3
（

。

そ
し
て
、
比
例
原
則
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
同
じ
く
法
律
依
存
的
な
権
利
と
さ
れ
る
財
産
権
（
所
有
権
）
の
分

野
の
判
例
で
は
、
し
ば
し
ば
社
会
保
障
受
給
権
と
の
関
連
で
、
実
践
的
考
慮
か
ら
、
保
護
範
囲
や
制
約
に
関
わ
る
難
問
に
立
ち
入
ら
ず
、

あ
る
い
は
内
容
と
限
界
の
確
定
が
同
時
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
比
例
原
則
を
適
用
す
る
例
も
あ
る
こ
と（

（3
（

が
想
起
さ
れ
う
る
。

（
3
）
需
要
・
衡
量
─
─
実
質
的
な
制
約
？

も
っ
と
も
、
従
前
の
判
例
と
本
判
決
と
で
、
明
確
に
違
憲
審
査
の
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
双
方
の
諸
事
案
の
間
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
法
律
規
定
と
憲
法
上
の
給
付
請
求
権
と
の
か
か
わ
り
方
に
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
本
件
で
争

点
と
な
っ
た
法
律
規
定
は
、
実
質
的
に
は
制
約
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
と
構
成
す
る
こ
と
も
、
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。

こ
の
点
、「
需
要
」
と
い
う
も
の
を
、
個
々
人
の
稼
働
活
動
な
ど
“
自
助
に
よ
っ
て
は
獲
得
で
き
な
い
個
々
の
部
分
〟
と
い
う
意
味
で



二
七
二

は
な
く
、
あ
る
特
定
の
時
代
の
特
定
の
共
同
体
に
お
け
る
“
最
低
限
度
の
生
存
の
た
め
の
想
定
的
・
類
型
的
な
需
要
〟
を
指
す
と
解
す
れ

ば
、
後
者
の
探
究
を
「
内
容
形
成
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の
規
律
の
意
図
に
基
づ
く
法
規
制
を
実
質
的
に
「
制
約
」
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
に

防
御
権
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
（
比
例
原
則
）
を
適
用
す
る
と
解
す
る
見
解
も
、
統
一
的
な
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
形
成
や
、
審
査
方
法
の
規
範

的
必
然
性
を
示
す
と
い
う
理
論
的
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
相
応
の
有
用
性
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

従
前
の
判
例
は
、
い
ず
れ
も
類
型
的
・
想
定
的
需
要
と
い
う
意
味
で
の
需
要
の
探
求
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
二
〇
一
九
年
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
制
裁
等
に
係
る
諸
規
定
は
、
こ
の
意
味
で
の
需
要
の
探
求
に
関
わ
ら
な
い
以
上
、
実
質
的
に
は

制
約
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
、
一
つ
の
一
貫
し
た
立
論
だ
と
は
い
え
る
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
給
付
の
積
極
要
件
で
あ
れ
消
極
要

件
で
あ
れ
、
─
─
何
を
も
っ
て
積
極
要
件
と
消
極
要
件
と
を
区
別
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
う
し
た
性
格
づ
け
を
行
う
こ
と
と
、
制
約
と
い

う
性
格
づ
け
を
行
う
こ
と
と
は
、
必
ず
し
も
両
立
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
論
点
も
あ
り
う
る
が
─
─
最
低
限
度

に
係
る
想
定
的
・
類
型
的
需
要
の
探
求
に
係
る
立
法
は
内
容
形
成
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
規
律
の
意
図
に
よ
る
規
定
は
制
約
と
位
置
づ
け

ら
れ
う
る
こ
と
と
な
る（

（3
（

。

こ
の
立
場
か
ら
見
た
場
合
、
上
記
二
〇
一
九
年
判
決
が
い
う
、“
支
給
停
止
（
一
〇
〇
％
の
減
額
）
が
正
当
化
さ
れ
る
場
面
は
、
そ
も
そ

も
困
窮
が
存
し
な
い
場
面
と
同
視
で
き
る
〟
と
す
る
説
示
を
い
か
に
解
す
べ
き
か
。
こ
の
点
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
残
る
が
、
一
つ
の
あ
り

う
る
構
成
と
し
て
は
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
受
給
資
格
者
に
制
裁
規
定
を
適
用
し
て
い
る
場
面
だ
と
解
す
る
限
り
は
、
当
該
制
裁
規
定
そ
れ

自
体
は
最
低
限
度
の
需
要
を
類
型
化
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
観
点
に
照
ら
し
、
比
例
原
則
の
適
用
の
結
果
と
し
て
、
当
該
既
定
の
規

制
目
的
・
対
立
利
益
が
上
回
る
（
極
め
て
限
定
的
な
）
事
案
類
型
を
抜
き
出
し
た
も
の
だ
と
構
成
す
る
方
途
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
比
例
原
則
に
よ
る
正
当
化
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
憲
法
上
の
権
利
と
対
立
利
益
と
の
衡
量
が
行
わ
れ



二
七
三

生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
二
〇
一
九
年
判
決
が
、
所
々
で
、
人
間
の
尊
厳
と
も
関
連
さ
せ
つ
つ
、
こ
の
権
利
が
政

策
目
的
等
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
え
な
い
旨
を
語
っ
て
い
た
こ
と
と
の
関
係
も
問
題
と
な
り
う
る
。
本
判
決
の
も
つ
上
記
「
妥
協
」
的
性

格
と
も
か
か
わ
り
、
読
解
が
困
難
な
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
比
例
原
則
を
適
用
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
相
対
化
さ
れ
な
い
と
い
う
説
示

を
、
文
字
通
り
の
意
味
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
上
記
の
相
対
化
さ
れ
な
い
と
す
る
説
示
は
、
た
と
え
ば
身

体
的
・
肉
体
的
生
存
が
「
核
心
」
で
、
社
会
参
加
の
確
保
が
「
周
辺
」
だ
と
い
う
思
考
を
排
す
る
趣
旨
（
一
体
的
保
障
）
を
強
調
す
る
意

義
か
、
あ
る
い
は
当
該
権
利
の
重
要
性
を
強
調
す
る
装
飾
的
な
意
義
し
か
も
た
な
い
と
評
す
る
見
解
も
あ
り（

（3
（

、
理
論
的
一
貫
性
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
こ
れ
も
あ
り
う
る
見
方
で
あ
ろ
う
。

も
と
よ
り
、
人
間
の
尊
厳
そ
れ
自
体
は
衡
量
を
許
さ
な
い
権
利
だ
と
い
う
見
方
が
通
例
で
あ
る
が
、
社
会
国
家
原
理
と
結
び
つ
い
た
人

間
の
尊
厳
を
根
拠
に
保
障
さ
れ
る
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
は
、
二
〇
一
〇
年
判
決
以
来
、
人
間
の
尊
厳
そ
れ
自
体
と
は
区

別
さ
れ
る
基
本
権
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
留
意
に
値
し
う
る
（BV

erfGE 125, 175 〈222

〉）（
（3
（

。

（
3
）
行
動
の
自
由
─
─
自
由
権
と
し
て
の
側
面
？

こ
の
よ
う
に
、
給
付
請
求
権
た
る
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
に
つ
い
て
も
、
防
御
権
（
自
由
権
）
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
と
し

て
の
比
例
原
則
が
妥
当
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
二
〇
一
九
年
判
決
の
事
案
で
は
、
こ
の
権
利
の
防
御
権
（
自
由
権
）
と

し
て
の
側
面
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
、
実
質
的
に
は
そ
の
権
利
へ
の
制
約
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
、
理
論
上
は
可
能
に
な
り
そ
う
で

あ
る
。

だ
が
本
判
決
が
、
明
確
に
制
約
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
控
え
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
あ
る
い
は
内
容
形
成
と
制
約
の



二
七
四

区
別
基
準
が
、
特
に
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
に
関
し
て
は
、
判
例
上
も
学
説
上
も
い
ま
だ
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
難

問
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
判
決
文
か
ら
は
明
瞭
に
読
み
取
れ
な
い
部
分
で
あ
る
た
め
、

断
定
的
な
こ
と
は
述
べ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他
方
で
、
本
判
決
が
、「
自
由
」
へ
の
「
制
約
（Beschränken

）」
の
語
を
用
い
た
部
分
も
あ
り
、
こ
の
点
は
評
者
の
間
で
注
目
を
引

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
判
決
が
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
に
係
る
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
の
合
憲
性
を
審
査
す
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
が
「
行
動
の
自
由
（H

andlungsfreiheit

）
を
制
約
す
る
」
た
め
憲
法
上
の
正
当
化
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
際
に
比
例
原
則
が
適
用
さ

れ
る
と
述
べ
て
い
る
部
分
が
あ
る
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨
（
3
）
②
。Rn. 128

）。
こ
こ
に
、
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
の
防
御
権

（
自
由
権
）
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
見
出
す
見
解
も
あ
る
。
本
件
で
防
御
権
（
自
由
権
）
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
（
比
例
原
則
）
が
適
用
可

能
に
な
っ
た
理
由
を
、
こ
の
点
に
見
出
す
方
途
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
近
時
の
判
例
を
見
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
年
金
受
給
権
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
法
律
依
存
的
な
権
利
が
問
題
と
な
っ

た
事
案
で
、
そ
の
権
利
の
発
生
要
件
等
を
定
め
る
法
律
上
の
規
定
を
、
当
該
権
利
の
制
約
と
は
み
な
し
え
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
権
利
が

別
の
権
利
制
約
を
生
ん
で
い
る
場
合
は
、
そ
の
別
の
権
利
の
ほ
う
へ
の
制
約
の
合
憲
性
が
、
独
立
し
て
審
査
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ

る
。
た
と
え
ば
、
農
業
の
事
業
者
の
平
均
年
齢
の
低
下
等
を
目
的
に
、
農
業
者
の
年
金
受
給
の
要
件
と
し
て
農
場
の
引
き
渡
し
・
譲
渡
等

を
義
務
づ
け
る
規
定
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
規
定
は
一
方
で
、
年
金
受
給
権
（
所
有
権
・
財
産
権
。
基
本
法
一
四
条
）
の

要
件
を
始
源
的
に
設
定
し
て
お
り
、
当
該
受
給
権
を
「
制
約
」
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
他
方
で
、
当
該
規
定
に
従
っ
て
農
場
の
引

き
渡
し
を
し
な
い
場
合
、
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ず
、
長
年
支
払
っ
て
き
た
強
制
加
入
の
保
険
料
が
引
き
合
わ
な
い
た
め
、
農
場
の
引
き

渡
し
に
対
す
る
圧
力
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
農
場
や
農
業
の
事
業
等
に
係
る
所
有
権
（
基
本
法
一
四
条
）
に
対
す
る
間
接
的
で
事
実
上



二
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生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

の
制
約
が
あ
る
と
認
定
し
、
そ
の
制
約
の
正
当
性
を
、
比
例
原
則
を
通
じ
て
審
査
し
て
い
る（

（3
（

。

こ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
二
〇
一
九
年
判
決
に
つ
い
て
も
、
公
的
扶
助
の
受
給
要
件
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
協

力
義
務
（
勤
労
の
義
務
）
が
、
行
動
の
自
由
と
い
う
別
の
基
本
権
の
制
約
を
生
ん
で
お
り
、
こ
の
基
本
権
の
制
約
の
正
当
性
が
、
最
低
限

度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
と
は
別
に
、
審
査
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
二
〇
一
九
年
判
決
は
、
こ
の
行
動
の
自
由
の
制
約
を
独
立
に
審
査
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
こ
の
行
動
の
自
由
に
根
拠
条
文
も

付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
記
の
よ
う
に
行
動
の
自
由
へ
の
制
約
可
能
性
に
触
れ
た
後
の
行
論
は
、
あ
く
ま
で
も
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求

め
る
権
利
と
の
関
係
で
、
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
の
合
憲
性
を
、
比
例
原
則
に
照
ら
し
て
審
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
と
り

わ
け
本
判
決
が
、
こ
の
協
力
義
務
と
職
業
の
自
由
（
基
本
法
一
二
条
一
項
）
と
の
抵
触
可
能
性
や
、
家
族
の
保
護
（
同
六
条
）
と
の
抵
触
可

能
性
を
、
明
示
的
に
別
枠
で
論
じ
て
い
る
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る
（Rn. 150

─152

）。

一
つ
の
見
方
と
し
て
、
本
判
決
が
、
人
間
の
尊
厳
と
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
否
定
、
自
己
決
定
と
の
関
係
を
述
べ
た
後
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨

（
3
）
②
。Rn. 127

参
照
）、
こ
の
行
動
の
自
由
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
も
照
ら
し
つ
つ
、
こ
の
行
動
の
自
由
は
、
最
低
限
度

の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
（
社
会
国
家
原
理
と
結
び
つ
い
た
人
間
の
尊
厳
）
の
隣
接
側
面
（N

ebenaspekt

）
で
あ
り
、
当
該
権
利
は
、
防
御

権
（
自
由
権
）
と
し
て
の
部
分
─
─
た
だ
し
衡
量
可
能
な
─
─
を
と
も
な
う
請
求
権
（Leistungsrecht m

it abw
ehrrechtlichen A

nteilen

）

で
あ
る
こ
と
を
、
本
判
決
が
明
ら
か
に
し
た
と
す
る
見
方
も
示
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
た
し
か
に
、
か
ね
て
よ
り
課
税
最
低
限
の
場
面（

（4
（

の
ほ
か
、

給
付
請
求
権
の
行
使
が
自
己
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
に
も
防
御
権

（
自
由
権
）
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ
と（

（4
（

は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
受
給
資
格
者
に
対
す
る
労
働
の
義
務
づ
け
を
通
じ
た
行
動
の

自
由
の
制
約
が
、
こ
れ
ら
と
同
視
で
き
る
場
面
か
は
慎
重
な
考
察
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
体
系
的
な
位
置
づ
け
に
は
不
明
な
部
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分
も
残
る
が
、
こ
の
行
動
の
自
由
と
公
的
扶
助
受
給
権
と
の
い
わ
ば
二
者
択
一
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
点
に
着
目
し（

（4
（

、
こ
の
行
動
の
自
由

を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
で
、
防
御
権
（
自
由
権
）
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
が
適
用
可
能
と
な
っ
た
と
す
る
見
方
に
も
、
一
定
の
理
由
は
あ
り
う

る
。
あ
る
い
は
、
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
そ
れ
自
体
に
、
一
定
の
行
動
の
自
由
が
確
保
さ
れ
た
状
態
で
の
生
活
を
営
む
権

利
も
含
ま
れ
て
い
る
と
構
成
し
、
こ
れ
に
対
す
る
制
約
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ 
お
わ
り
に

以
上
、
給
付
請
求
権
た
る
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
を
、
一
般
に
具
体
化
・
内
容
形
成
し
た
と
さ
れ
る
公
的
扶
助
受
給
権

に
関
し
、
そ
の
制
裁
的
減
額
を
定
め
る
法
律
規
定
の
合
憲
性
審
査
に
あ
た
り
、
通
例
は
自
由
権
へ
の
制
約
の
合
憲
性
審
査
の
場
面
で
用
い

ら
れ
る
比
例
原
則
を
適
用
し
た
二
〇
一
九
年
判
決
を
一
素
材
に
、
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
に
つ
い
て
、
憲
法
上
の
権
利
制

約
と
い
う
法
現
象
が
あ
り
う
る
か
と
い
う
問
題
の
一
断
面
を
見
て
き
た
。

こ
の
点
、
理
論
的
に
は
、
最
低
限
度
の
生
存
に
係
る
類
型
的
・
想
定
的
需
要
を
探
求
す
る
規
律
の
意
図
に
基
づ
く
立
法
を
内
容
形
成
、

そ
れ
以
外
の
規
律
の
意
図
に
よ
る
制
約
と
構
成
し
、
後
者
に
お
い
て
は
自
由
権
の
場
面
と
同
様
に
比
例
原
則
が
適
用
さ
れ
う
る
と
解
す
れ

ば
、
こ
の
権
利
が
問
題
と
な
っ
た
従
前
の
判
例
と
の
立
論
の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
説
明
が
つ
く
部
分
は
あ
る
。
だ
が
、
内
容
形
成

と
制
約
と
の
区
別
基
準
と
い
う
問
題
が
、
な
お
議
論
の
途
上
に
あ
る
難
問
で
あ
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
給
付
請
求
権
の
消
極
要
件
の
始
源

的
設
定
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
か
、
判
決
文
で
は
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、「
制
約
」
と
い
う
法
律
構
成
は
明
瞭
に
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
内
容
形
成
に
係
る
形
成
の
余
地
（
立
法
裁
量
）
の
限
界
と
い
う
大
枠
の
中
で
判
旨
が
展
開
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
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生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

る
。
本
判
決
が
制
約
に
つ
い
て
語
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
行
動
の
自
由
と
の
関
連
で
あ
り
、
そ
の
体
系
的
な
位
置
づ
け
は
不
明
な
部
分
が
残

る
も
の
の
、
制
裁
の
前
提
と
な
る
後
置
原
則
（
補
足
性
の
原
則
）
に
係
る
協
力
義
務
（
労
働
義
務
）
が
行
動
の
自
由
と
緊
張
関
係
に
立
つ
こ

と
は
、
判
決
文
に
も
示
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
公
的
扶
助
受
給
権
と
行
動
の
自
由
と
の
い
わ
ば
二
者
択
一
関
係
を
迫
る
性
質
を
も
つ

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
最
低
限
度
の
生
存
保
障
を
求
め
る
権
利
に
は
、
一
定
の
行
動
の
自
由
が
確
保
さ
れ

た
状
態
で
の
生
活
を
営
む
権
利
も
含
ま
れ
る
と
い
う
構
成
も
あ
り
う
る
。
労
働
義
務
と
の
関
係
で
は
、
比
例
原
則
の
適
用
可
能
性
を
、
こ

の
点
に
見
出
す
方
途
も
あ
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
い
っ
て
、「
制
裁
」
が
比
例
原
則
に
合
致
す
べ
き
要
請
は
、
罪
刑
均
衡
な
ど
、
古
来
よ

り
な
じ
み
の
あ
る
思
考
だ
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

な
お
解
明
を
要
す
る
論
点
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
本
判
決
の
意
義
の
一
つ
と
し
て
、
給
付
請
求
権
に
あ
っ
て
も
比
例
原
則
の
審
査
に

な
じ
む
事
案
が
あ
る
こ
と
を
、「
い
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
の
通
り
だ
」
─
─
ア
ハ
ー
体
験
（A

ha-Erlebnisse

）
─
─
と
い
う
か
た
ち
で
自
覚

さ
せ
た
こ
と
を
挙
げ
る
論
者
も
あ
る（

（4
（

。

日
本
法
と
の
関
係
で
も
、
た
と
え
ば
被
扶
助
者
が
自
動
車
使
用
を
禁
止
す
る
指
導
・
指
示
に
違
反
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
生
活
保
護
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
（
生
活
保
護
法
二
七
条
、
六
二
条
等
）
に
つ
い
て
、
憲
法
論
が
正
面
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
比
例
原

則
違
反
を
認
定
し
た
裁
判
例
も
あ
っ
た（

（4
（

。
ま
た
、
そ
の
保
護
の
廃
止
の
前
提
と
な
る
自
動
車
の
所
有
・
使
用
の
禁
止
な
ど
、
補
足
性
の
原

則
（
同
四
条
）
の
具
体
的
運
用
が
、
被
保
護
者
・
要
保
護
者
の
行
動
の
自
由
の
制
約
に
な
る
側
面
が
あ
る
こ
と
は
、
か
ね
て
よ
り
学
説
で

指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（4
（

。

そ
の
ほ
か
、
自
立
支
援
を
生
活
保
護
受
給
の
要
件
と
解
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題（

（4
（

や
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
不
正
な
手
段
」

（
同
七
八
条
）
に
よ
る
受
給
に
対
す
る
費
用
の
（
制
裁
的
）
徴
収
の
論
点（

（4
（

な
ど
に
も
、
比
例
原
則
を
媒
介
と
し
た
憲
法
論
が
伏
在
し
て
い
る
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可
能
性
は
あ
る
。

も
と
よ
り
、
日
本
で
は
生
活
保
護
法
の
具
体
的
な
実
現
の
在
り
方
の
多
く
が
、
需
要
の
探
求
（
同
八
条
）
の
内
実
も
含
め
て
、
法
律
の

明
文
よ
り
も
解
釈
・
運
用
に
任
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
た
め
か
、
ド
イ
ツ
の
法
制
度
と
の
対
比
で
憲
法
論
を
意
識
さ
せ
に
く
い
構
造
と

な
っ
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
補
足
性
の
原
則
（
同
四
条
）
に
関
し
、
勤
労
の
義
務
（
日
本
国
憲
法
二
七
条
）（

（4
（

の
明
文
の
有
無
な
ど
、

日
独
に
お
い
て
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
う
る
。

他
方
で
、
こ
の
点
も
含
め
、
ま
た
制
約
・
内
容
形
成
・
比
例
原
則
の
相
互
関
係
に
係
る
上
記
の
種
々
の
可
能
性
の
う
ち
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
理
論
構
成
が
日
本
法
に
適
合
的
な
の
か
と
い
う
点
も
含
め
て
、
こ
う
し
た
保
護
受
給
権
に
係
る
諸
問
題
を
憲
法
論
と
し
て
考
察

す
る
可
能
性
・
必
要
性
を
意
識
す
る
う
え
で
も
、
本
稿
で
触
れ
た
ド
イ
ツ
二
〇
一
九
年
判
決
は
相
応
の
意
義
を
も
ち
う
る
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
比
例
原
則
の
適
用
可
能
性
と
い
う
問
題
や
、
比
例
原
則
と
制
約
・
内
容
形
成
と
の
関
係
と
い
う
問
題
は
、
違
憲
審
査
に
際

し
て
の
技
術
的
・
機
能
的
な
有
用
性
に
係
る
問
題
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
律
規
定
と
憲
法
規
定
・
規
範
と
の
具
体
的
な
か
か
わ
り
方

や
、
そ
れ
自
体
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
比
例
原
則
が
適
用
さ
れ
う
る
規
範
的
必
然
性
に
も
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か

ら
考
察
す
る
た
め
の
、
い
く
つ
か
の
理
論
的
可
能
性
を
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
示
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
1
）
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ム
ル
ス
ヴ
ィ
ー
ク
（
畑
尻
剛
編
訳
）『
基
本
権
・
環
境
法
・
国
際
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
）
四
九
頁
（
七

九
頁
以
下
）〔
柴
田
憲
司
〕。

（
2
）
参
照
、
畑
尻
剛
「
憲
法
問
題
と
し
て
の
「
次
世
代
に
対
す
る
責
任
」」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
未
来
志
向
の
憲
法
論
』（
信
山
社
、
二
〇

〇
一
年
）
二
一
頁
以
下
。

（
3
）
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
二
〇
条
一
項
：「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
民
主
的
か
つ
社
会
的
な
連
邦
国
家
で
あ
る
。」
条
文
の
邦
訳
は
、
初
宿
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生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

正
典
訳
『
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
4
）
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
一
条
一
項
：「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
る
。
こ
れ
を
尊
重
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て

の
国
家
権
力
の
義
務
で
あ
る
。」

（
5
）BV

efGE 125, 175.　

嶋
田
佳
広
「
ド
イ
ツ
の
保
護
基
準
に
お
け
る
最
低
生
活
需
要
の
充
足
」
賃
金
と
社
会
保
障
一
五
三
九
号
（
二
〇
一
一
年
）

四
頁
、
本
判
決
の
邦
訳
と
し
て
、
同
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
違
憲
判
決
」
同
七
一
頁
、
上
記
ハ
ル
ツ
改
革
の
概
要
は
、
田
畑
洋
一
『
現
代
ド

イ
ツ
公
的
扶
助
論
』（
学
文
社
、
二
〇
一
四
年
）

（
6
）
西
村
枝
美
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
権
の
法
的
性
質
と
審
査
基
準
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六
二
巻
四
・
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
三
頁
、
玉
蟲

由
樹
「
人
間
の
尊
厳
保
障
の
法
理
」（
尚
学
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
九
一
頁
、
石
塚
壮
太
郎
「「
生
存
権
」
の
法
的
性
質
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一

〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
一
頁
、
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅳ
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）
五
三
事
件
〔
工
藤
達

朗
〕
等
。

（
7
）BV

erfGE 132, 134.　

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
・
前
掲
注（
6
）
五
四
事
件
〔
大
西
楠
・
テ
ア
〕、
山
本
響
子
「
外
国
人
の
「
人
間
の
尊
厳

に
値
す
る
最
低
生
活
保
障
を
求
め
る
基
本
権
」
を
め
ぐ
る
現
況
と
可
能
性
」
早
稲
田
法
学
会
誌
七
〇
巻
二
号
（
二
〇
二
〇
年
）
二
九
一
頁
。

（
8
）BV

erfGE 137, 34.　

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ン
ダ
ー
（
嶋
田
佳
広
訳
）「
ド
イ
ツ
の
最
低
生
活
保
障
基
準
決
定
と
そ
の
検
証
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
違

憲
判
決
と
そ
の
後
」
貧
困
研
究
一
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
六
頁
、
松
本
奈
津
希
「
生
存
権
の
自
由
権
的
側
面
に
よ
る
最
低
生
活
保
障
」
一
橋
法

学
一
七
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
六
五
頁
（
一
二
九
頁
）。

（
9
）BV

erfGE 142, 353. 

柴
田
憲
司
「
判
批
」
自
治
研
究
九
四
巻
九
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
四
二
頁
。

（
10
）BV

erfG, 152, 68.　

以
下
、
判
旨
を
引
用
す
る
際
に
は
、
必
要
な
限
度
で
、
判
決
に
付
さ
れ
た
欄
外
の
段
落
番
号
（Rn.

）
を
示
す
。

（
11
）
「
過
少
保
護
の
禁
止
」
と
い
う
意
味
で
の
比
例
原
則
と
し
て
再
構
成
す
る
可
能
性
の
骨
子
は
、
柴
田
憲
司
「
生
存
権
の
「
制
約
」
可
能
性
」
戸

波
江
二
先
生
古
稀
記
念
『
憲
法
学
の
創
造
的
展
開
（
上
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
六
七
七
頁
（
七
〇
二
頁
、
七
一
九
頁
注（
一
〇
五
））。

（
12
）
さ
し
あ
た
り
、
前
掲
注（
5
）・（
6
）
で
掲
げ
た
諸
文
献
を
参
照
。

（
13
）
ド
イ
ツ
社
会
法
典
第
二
編
〔
事
件
当
時
〕
三
一
条　

義
務
違
反
：（
1
）
稼
働
能
力
の
あ
る
受
給
資
格
者
は
、
法
的
効
果
な
い
し
そ
の
認
識
に

つ
い
て
文
書
に
よ
る
教
示
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
、
義
務
に
違
反
す
る
。

1�

．
再
就
労
協
定
、
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
一
五
条
一
項
六
文
に
基
づ
く
行
政
行
為
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
義
務
を
充
足
す
る
こ
と
、
特
に
十



二
八
〇

分
な
範
囲
で
自
己
の
努
力
を
示
す
こ
と
を
拒
否
し
た
場
合

2�

．
一
六
ｄ
条
に
基
づ
く
期
待
可
能
な
労
働
、
職
業
訓
練
、
就
労
機
会
、
又
は
一
六
ｅ
条
が
要
求
す
る
労
働
関
係
を
開
始
・
継
続
す
る
こ
と
を

拒
絶
し
、
若
し
く
は
自
ら
の
行
為
に
よ
り
そ
の
開
始
を
妨
げ
た
場
合

3�
．
労
働
へ
の
統
合
へ
の
期
待
可
能
な
措
置
に
着
手
せ
ず
、
拒
絶
し
、
又
は
そ
の
中
断
の
た
め
の
機
会
を
与
え
た
場
合

た
だ
し
、
稼
働
能
力
の
あ
る
受
給
資
格
者
が
、
自
ら
の
行
動
に
つ
い
て
の
重
要
な
理
由
を
説
明
し
証
明
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
14
）
ド
イ
ツ
社
会
法
典
第
二
編
〔
事
件
当
時
〕
三
一
ａ
条　

義
務
違
反
の
法
的
効
果
：（
1
）
三
一
条
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
失
業
給
付
Ⅱ
は
、

第
一
段
階
に
お
い
て
、
稼
働
能
力
の
あ
る
受
給
資
格
者
に
関
す
る
二
〇
条
に
基
づ
く
基
礎
需
要
の
三
〇
％
が
減
額
さ
れ
る
。
三
一
条
違
反
が
繰
り

返
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
最
初
の
段
階
に
お
い
て
、
失
業
給
付
Ⅱ
は
、
稼
働
能
力
の
あ
る
受
給
資
格
者
に
関
す
る
二
〇
条
に
基
づ
く
基
礎
需
要
の
六

〇
％
が
減
額
さ
れ
る
。
三
一
条
違
反
の
繰
り
返
し
が
さ
ら
に
継
続
し
た
場
合
、
失
業
給
付
Ⅱ
は
全
面
的
に
支
給
が
停
止
さ
れ
る
。
義
務
違
反
の
繰

り
返
し
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
た
だ
す
で
に
あ
ら
か
じ
め
減
額
が
確
定
し
て
い
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
過
去
の
減
額
期
間
の
始
期
が
一
年
以
上

前
で
あ
る
場
合
に
は
、
義
務
違
反
の
繰
り
返
し
は
存
し
な
い
も
の
と
す
る
。
稼
働
能
力
の
あ
る
受
給
資
格
者
が
事
後
に
、
自
ら
の
義
務
を
追
完
す

る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
場
合
、
当
局
は
、
第
三
文
に
よ
る
給
付
の
減
額
〔
停
止
〕
を
、
当
該
時
点
よ
り
、
二
〇
条
に
基
づ
く
稼
働
能
力

あ
る
者
の
基
礎
需
要
の
六
〇
％
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〔（
2
）
項
以
下
、
略
〕

　
　
　

第
三
一
ｂ
条
〔
事
件
当
時
〕　

減
額
の
始
期
と
期
間
：（
1
）
…
…
〔
第
一
文
、
第
二
文
、
略
〕
減
額
の
期
間
は
三
か
月
で
あ
る
。〔
第
四
文
以

下
、
第
二
項
、
略
〕

（
15
）
憲
法
論
の
観
点
か
ら
本
判
決
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
松
本
奈
津
希
「
最
低
生
活
保
障
の
交
錯
的
構
造
」
一
橋
法
学
一
九
巻
二
号
（
二
〇
二

〇
年
）
七
八
九
頁
（
八
三
五
頁
以
下
）、
石
塚
壮
太
郎
「
働
か
ざ
る
も
の
食
う
べ
か
ら
ず
？
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
五
〇
号
（
二
〇
二
〇
年
）
四
九

頁
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
七
月
四
日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
た
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
で
、
本
判
決
を
扱
っ
た
石
塚
壮
太
郎
・
同
会
会
員
の
報
告

か
ら
も
、
多
く
の
教
示
を
得
た
。

（
16
）
な
お
、脈
絡
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
が
、基
本
権
を
保
障
す
る
法
治
国
的
配
分
原
理
の
実
効
性
の
前
提
を
な
す
、基
本
義
務
（Grundpflichten

）

の
体
系
た
る
連
帯
的
配
分
原
理
な
る
構
想
を
措
定
す
る
議
論
も
あ
る
。O. D

epenheuer, Solidarität im
 V

erfassungsstaat, 2. A
ufl. 2016, S. 

178ff. 

こ
の
議
論
の
解
釈
論
と
し
て
の
含
意
や
困
難
性
は
、
柴
田
憲
司
「
縮
小
す
る
社
会
と
生
存
権
」
公
法
研
究
八
二
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
〇

九
頁
。



二
八
一

生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

（
17
）
給
付
の
額
は
、
現
場
の
行
政
コ
ス
ト
や
現
場
の
恣
意
の
排
除
の
要
請
な
ど
に
も
か
ん
が
み
て
、
法
定
の
額
が
一
律
的
・
類
型
的
に
給
付
さ
れ
る

制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
の
が
原
則
形
態
だ
が
、
二
〇
一
〇
年
判
決
以
来
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
個
別
の
需
要
に
も
相
応
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
、
そ
う
し
た
方
向
の
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
注（
5
）〜（
9
）
に
掲
げ
た
諸
文
献
を
参

照
。
ま
た
、
需
要
探
求
原
理
と
個
別
化
原
理
に
つ
い
て
、
嶋
田
佳
広
「
需
要
探
求
原
理
の
胎
動
（
1
）（
2
）」
札
幌
学
院
法
学
三
一
巻
一
号
（
二

〇
一
四
年
）
八
七
頁
、
同
三
一
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
六
五
頁
、
石
塚
壮
太
郎
「
社
会
国
家
・
社
会
国
家
原
理
・
社
会
法
」
法
学
政
治
学
論

究
一
〇
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
九
七
頁
（
二
一
二
頁
）。

（
18
）
少
数
意
見
制
や
評
決
の
割
合
の
手
続
や
運
用
に
つ
い
て
は
、
畑
尻
剛
・
工
藤
達
朗
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
第
二
版
、

二
〇
一
三
年
）
一
七
四
頁
以
下
〔
畑
尻
剛
〕、
柴
田
憲
司
「
ド
イ
ツ
憲
法
憲
法
裁
判
所
の
少
数
意
見
制
」
大
林
啓
吾
・
見
平
典
編
『
最
高
裁
の
少

数
意
見
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
二
二
五
頁
。

（
19
）S. Schifferdecker/B, Brehm

, Sanktionsurteil des BV
erfG, N

ZS 2020, S. 1. 

ま
た
、S. R

ixen, A
bschied vom

 Sozialstaat der 
Sanktionen?, SGb 2020, S. 1 m

. Fn. 6

も
参
照
。

（
20
）
以
上
も
含
め
、
本
判
決
の
も
つ
妥
協
的
性
格
に
つ
い
て
は
、Schifferdecker/Brehm

 

（Fn. 19

） 

の
ほ
か
、U

. Berlit, Paukenschlag m
it 

K
om

prom
isscharakterⅡ

, info also 2020, S. 3

も
参
照
。

（
21
）M

. N
ettesheim

, A
nm

erkung, JZ 2020, S. 153.　

本
稿
で
は
深
入
り
で
き
な
い
が
、
こ
の
論
考
でN

ettesheim

は
、「
自
律
」
や
「
平
等
」

と
い
っ
た
説
明
で
は
不
十
分
だ
と
し
、「
市
民
的
・
共
和
的
社
会
国
家
理
論
（bürgerlich-republikanische Sozialstaatstheorie

）」
の
観
点

か
ら
の
再
構
成
を
試
み
る
。

（
22
）R

ixen （Fn. 19

）, S. 7.

（
23
）V

gl. R
ixen （Fn. 19

）, S. 6.

（
24
）V

gl. etw
a. J. G

reiser/D
. Šušnjar, T

eilw
eise V

erfassungsw
idrigkeit von Leistungsm

inderungen im
 SGBⅡ

, N
JW

 2019, S. 
3683 

（3684

）; Berlit 

（Fn. 20

） S. 7.　

近
年
の
ド
イ
ツ
判
例
に
お
け
る
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
弛
緩
に
関
し
、
石
川
健
治
「
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
と

反
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
あ
い
だ
」
同
ほ
か
編
『
憲
法
訴
訟
の
十
字
路
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
九
年
）
二
九
九
頁
（
三
一
六
頁
）、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
批
判
に
関
し
、
松
本
和
彦
「
比
例
原
則
の
意
義
と
問
題
点
」
同
八
五
頁
（
一
〇
三
頁
）、
栗
島
智
明
「
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
新
潮

流
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
三
頁
。



二
八
二

（
25
）
詳
細
は
、
小
山
剛
『
基
本
権
の
内
容
形
成
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
一
一
頁
以
下
。
財
産
権
に
つ
い
て
、
平
良
小
百
合
『
財
産
権
の
憲

法
的
保
障
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
七
年
）。

（
26
）V

gl. etw
a. C. Bum

ke/A
. V

oßkuhle, Casebook V
erfassungsrecht, 7. A

ufl. 2015, Rn. 1157. 

（
27
）A

. M
erold, Freiheit durch den Staat, 2016, S. 448ff. M

erold

の
議
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
前
掲
注（
11
）
六
九
四
頁
以
下
。

（
28
）
柴
田
・
前
掲
注（
9
）。

（
29
）Etw

a. Berlit （Fn. 20

）, S. 6; E
. K

reßel, D
er verfassungsrechtliche Rahm

en für M
itw

irkungspflichten in der Grundsicherung 
für A

rbeitsuchende, SGb 2020, S. 150 （151

）. 

（
30
）V

gl. E
. K

reßel, M
itw

irkungspflichten und Sanktionen bei der Inanspruchnahm
e von Grundsicherungsleistungen, N

ZS 
2019, S. 730 （734

）. 

（
31
）
こ
の
点
に
関
連
し
、
自
由
権
領
域
で
一
般
的
な
「
権
利
そ
れ
自
体
と
そ
の
制
約
」
と
い
う
二
元
的
な
構
成
を
広
く
承
認
す
る
「
外
在
理
論
」
と
、

そ
う
し
た
権
利
制
約
と
い
う
現
象
を
認
め
な
い
「
内
在
理
論
」
と
の
対
置
に
つ
い
て
、
長
尾
一
紘
『
基
本
権
解
釈
と
利
益
衡
量
の
法
理
』（
中
央

大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
一
一
頁
以
下
。
あ
わ
せ
て
、
工
藤
達
朗
『
憲
法
学
研
究
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）
七
八
頁
、
小
山
剛
「
比
例

原
則
と
衡
量
」
高
橋
和
之
先
生
古
稀
記
念
『
現
代
立
憲
主
義
の
諸
相
（
下
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
一
一
五
頁
（
一
二
九
頁
）。
給
付
請
求

権
と
の
関
連
に
係
る
ド
イ
ツ
の
議
論
は
、
柴
田
・
前
掲
注（
11
）
七
〇
四
頁
以
下
、
お
よ
び
そ
こ
で
の
引
用
文
献
を
参
照
。

（
32
）
関
連
し
て
、K

reßel （Fn. 29

）; ders. （Fn. 30
） 
参
照
。

（
33
）V

gl. J. Senger, A
rt. 14 GG und Sozialrecht, in: M

. M
odrzejew

ski/K
. N

aum
ann 

（H
rsg.

）, Linken der Rechtsprechung des 
Bundesverfassungsgerichts Band 5, S. 231.

（
34
）M

elord 

（Fn. 27

）, S. 458. 

柴
田
・
前
掲
注（
11
）
七
〇
二
頁
注（
66
）。
関
連
し
て
、「
一
般
的
・
抽
象
的
」
な
給
付
額
の
算
定
に
係
る
従
前
の
判

例
と
、
制
裁
規
定
と
の
相
違
に
つ
い
て
、C. Janda, Das „Sanktionsurteil“ des Bundesverfassungsgerichts und die Leistungseinschränkungen 

im
 A

sylbLG, info also 2020, S 103 （107

）.

（
35
）
他
方
で
、
そ
の
正
当
化
要
件
が
充
足
さ
れ
る
場
面
で
は
、
そ
も
そ
も
類
型
的
・
想
定
的
な
需
要
を
下
回
る
生
活
を
当
事
者
が
強
い
ら
れ
て
い
る

と
は
評
価
で
き
ず
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
場
面
は
、
制
裁
的
な
支
給
停
止
に
よ
り
類
型
的
・
想
定
的
な
需
要
を
下
回
る
生
活
を
当
事
者
が
余
儀
な

く
さ
れ
る
場
面
と
は
性
格
が
異
な
る
、
と
い
う
見
方
も
、
理
論
上
は
想
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
点
は
、
対
立
利
益
と
の
衡
量
に
よ
る
権
利
制
約
の
正



二
八
三

生
活
保
護
の
制
裁
的
な
減
額
と
比
例
原
則
（
柴
田
）

当
化
と
い
う
構
成
を
と
る
か
（
外
在
理
論
）、
対
立
利
益
が
優
越
す
る
場
合
に
は
権
利
が
発
生
し
て
い
な
い
と
い
う
構
成
を
と
る
か
（
内
在
理
論
）、

と
い
う
立
論
の
相
違
に
関
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
比
例
原
則
は
前
者
に
親
和
的
で
あ
る
。
外
在
理
論
と
内
在
理
論
は
、
前
掲
注（
31
）
の
諸
文
献

を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
も
と
よ
り
、
い
ず
れ
の
構
成
で
も
、
こ
の
例
外
的
な
正
当
化
要
件
の
認
定
や
立
法
化
等
に
困
難
が
伴
い
う
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
う
る
。

関
連
し
て
、H

. Spindler, D
ie Schw

ierigkeit, M
itw

irkungspflichten in der Grundsicherung verfassungsrechtlich zu begründen, 
und die A

usw
irkung auf die Sperrzeiten im

 SGB Ⅲ
, info also 2020, S. 12.

（
36
）R

ixen （Fn. 19
）. 

（
37
）
こ
の
権
利
が
政
策
目
的
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
な
い
旨
は
、
二
〇
一
九
年
判
決
も
引
用
す
る
二
〇
一
二
年
判
決
が
述
べ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
（
上
記
Ⅱ
2
判
旨
（
2
）
②
）、
こ
れ
は
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
給
付
額
の
算
定
（
類
型
的
・
抽
象
的
な
需
要
の
探
求
）
の
場
面
を
想
定
し
て

語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
制
裁
規
定
を
想
定
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、Janda （Fn. 34

）
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
最
低
限
度
の
生
存
に
係
る
類
型
的
・
想
定
的
な
需
要
の
探
求
（
内
容
形
成
）
の
場
面
に
つ
い
て
、
特
定
の
時
代
の
特
定
の
場
所
で
下

回
っ
て
は
な
ら
な
い
絶
対
値
が
あ
る
と
想
定
す
れ
ば
、
こ
の
権
利
は
絶
対
的
だ
と
構
想
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
他
方
で
そ
の
給
付
の
額
が
時

代
や
場
所
に
よ
っ
て
変
遷
し
う
る
と
い
う
意
味
で
は
、
相
対
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
み
る
余
地
も
あ
る
。
す
で
に
二
〇
一
〇
年
判
決
も
、
脈

絡
は
若
干
異
な
る
が
、
給
付
請
求
権
の
設
定
が
財
政
事
情
に
影
響
す
る
可
能
性
を
述
べ
て
い
た
（BV

erfGE 125, 175 

〈224

〉）。
そ
し
て
、
給
付

請
求
権
も
含
め
て
憲
法
上
の
権
利
を
最
適
化
要
請
と
構
成
す
る
原
理
理
論
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
給
付
額
が
定
ま
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
も
着
目
し
て
、

内
容
形
成
と
制
約
を
特
に
区
別
せ
ず
、
こ
う
し
た
類
型
的
・
想
定
的
な
需
要
の
探
求
の
場
面
も
含
め
て
、
憲
法
上
の
権
利
制
約
を
広
く
肯
定
し
、

対
立
利
益
と
の
衡
量
（
過
少
保
護
禁
止
と
い
う
意
味
で
の
比
例
原
則
）
に
よ
る
正
当
化
と
い
う
思
考
（
外
在
理
論
）
を
提
唱
す
る
。M

. Borow
ski, 

Grundrechte als Prinzipien, 3. A
ufl. 2018, S. 427ff.  Borow

ski

の
立
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
前
掲
注（
11
）
七
〇
四
頁
以
下
。

（
38
）BV
erfGE 149, 86.　

柴
田
憲
司
「
判
批
」
自
治
研
究
九
六
巻
八
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
五
〇
頁
。

（
39
）R

ixen （Fn. 19

）, S. 4.

（
40
）
ド
イ
ツ
判
例
の
展
開
は
、
松
本
・
前
掲
注（
15
）
を
参
照
。

（
41
）Etw

a. M
elord （Fn. 27

）, S. 367ff, 381ff.

（
42
）
た
と
え
ば
上
記
の
年
金
受
給
権
の
事
案
も
、
農
業
の
事
業
な
い
し
農
場
の
引
き
渡
し
義
務
に
よ
る
所
有
権
へ
の
制
約
が
、（
制
約
の
存
在
が
否



二
八
四

定
さ
れ
た
）
年
金
受
給
権
と
完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
（
長
年
保
険
料
を
支

払
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
の
不
利
益
に
も
照
ら
し
て
、
農
業
・
農
場
等
へ
の
所
有
権
の
制
約
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

（
43
）R

ixen （Fn. 19

）, S. 6.

（
44
）
福
岡
地
判
平
成
一
〇
・
五
・
二
六
判
時
一
六
七
八
号
七
二
頁
。

（
45
）
遠
藤
美
奈
「
生
活
保
護
と
自
由
の
制
約
」
摂
南
法
学
二
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
三
三
頁
。

（
46
）
議
論
状
況
の
概
説
と
し
て
、
菊
池
馨
実
『
社
会
保
障
法
』（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
二
〇
一
八
年
）
三
二
九
頁
以
下
、
笠
木
映
里
ほ
か
『
社
会
保

障
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
五
二
四
頁
以
下
〔
嵩
さ
や
か
〕。

（
47
）
近
時
の
最
高
裁
判
例
と
し
て
、
最
判
平
成
三
〇
・
一
二
・
一
八
民
集
七
二
巻
六
号
一
一
五
八
頁
。

（
48
）
議
論
状
況
は
、
尾
形
健
『
福
祉
国
家
と
憲
法
構
造
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
一
二
八
頁
、
辻
健
太
「
生
存
権
と
勤
労
の
義
務
を
め
ぐ
っ
て
」

尾
形
健
編
『
福
祉
権
保
障
の
現
代
的
展
開
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
八
年
）
四
三
頁
、
お
よ
び
辻
村
み
よ
子
・
山
元
一
編
『
概
説　

憲
法
コ
ン

メ
ン
タ
ー
ル
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
七
五
頁
〔
尾
形
健
〕
で
の
引
用
な
ど
を
参
照
。

（
本
学
法
学
部
准
教
授
）


